
４
島
帰
属
問
題
も
重
視

相
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

記
者
会
見
で
「
緊
張
感
を

持
っ
て
国
会
対
応
に
努
め
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
辻
元
清
美

国
対
委
員
長
は
記
者
団
に

「
政
府
の
情
報
開
示
が
不
十

分
な
ま
ま
、
強
引
に
審
議
を

進
め
よ
う
と
し
た
」
と
提
出

理
由
を
説
明
し
た
。

　

法
務
省
は
今
国
会
で
、

失
踪
後
に
同
法
違
反
容
疑

で
摘
発
さ
れ
た
実
習
生
約

２
９
０
０
人
を
対
象
に
昨
年

実
施
し
た
調
査
結
果
概
要
を

示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
聞

き
取
り
に
使
っ
た
聴
取
票
に

は
、
動
機
の
項
目
に
「
低
賃

金
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
の
に
、
結
果
概
要
に
は
項

目
に
な
い
「
よ
り
高
い
賃
金

を
求
め
て
」と
し
て
示
さ
れ
、

野
党
が
「
捏
造
に
近
い
」
な

ど
と
問
題
視
し
て
い
た
。

　

法
務
省
は
重
複
計
上
や
担

当
者
の
理
解
不
足
が
あ
っ
た

な
ど
と
説
明
し
た
が
、
野
党

だ
け
で
な
く
与
党
か
ら
も
疑

問
の
声
が
上
が
っ
た
。
葉
梨

氏
は
法
務
省
に
２
０
１
４
〜

１
６
年
の
調
査
結
果
も
示
す

よ
う
求
め
、
報
道
陣
に
「
な

　
【
ダ
ー
ウ
ィ
ン
共
同
＝
江
藤
友
治
】
安
倍
晋
三
首
相
は
１
６
日
（
日
本
時
間
同
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
記
者
会
見
し
、
ロ
シ
ア
と
の
平
和
条
約
締

結
交
渉
を
巡
り
、
北
方
領
土
の
う
ち
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
の
２
島
の
返
還
協
議
を

先
行
さ
せ
る
意
向
を
示
唆
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
１
４
日
の
合
意
に
よ
っ

て
２
島
先
行
交
渉
が
進
む
可
能
性
を
問
わ
れ
、
直
接
否
定
せ
ず
「
領
土
問
題
を
解

決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
従
来
の
わ
が
国
の
方
針
と
、
何
ら
矛
盾
し
な

い
」
と
述
べ
た
。
４
島
の
帰
属
問
題
を
重
視
す
る
姿
勢
も
示
し
た
。

「
平
和
条
約
前
に
領
土
解
決
」

命
的
な
間
違
い
だ
。
質
疑
が

で
き
な
い
」
と
一
斉
に
反
発

し
た
。

　

衆
院
法
務
委
員
会
は
葉
梨

康
弘
委
員
長
（
自
民
）
の
職

権
で
同
日
午
後
の
改
正
案
の

実
質
審
議
入
り
を
決
め
て
い

た
が
、
立
憲
民
主
党
が
委
員

長
解
任
決
議
案
を
提
出
し
た

た
め
散
会
、
見
送
り
と
な
っ

た
。
解
任
決
議
案
は
法
案
審

議
よ
り
優
先
さ
れ
る
た
め
、

与
党
が
想
定
し
て
い
た
審
議

日
程
は
大
き
く
ず
れ
込
む
可

能
性
が
あ
る
。
安
倍
晋
三
首

　
【
共
同
】
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
入
管

難
民
法
な
ど
の
改
正
案
に
絡

み
、
法
務
省
は
１
６
日
、
失

踪
し
た
技
能
実
習
生
の
調
査

結
果
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し

て
、
訂
正
結
果
を
与
野
党
に

示
し
た
。
失
踪
の
動
機
に
つ

い
て
当
初
、
約
８
７
％
が

「
よ
り
高
い
賃
金
を
求
め
て
」

だ
っ
た
と
し
て
い
た
が
、「
低

賃
金
」
の
動
機
が
約
６
７
％

を
占
め
た
と
改
め
た
。
技
能

実
習
生
を
巡
っ
て
は
賃
金
不

払
い
や
低
賃
金
な
ど
の
違
法

行
為
が
原
因
で
、
失
踪
が
相

次
い
で
い
る
。
野
党
は
「
致

入
管
法
、
実
質
審
議
見
送
り

首相、２島先行協議を示唆野
党
反
発
、
解
任
決
議
案
提
出

失
踪
実
習
生
調
査
結
果
を
訂
正

人
手
不
足
倒
産
、
最
悪
ペ
ー
ス

１
〜
１
０
月
、
前
年
比
２
０
％
増

年
１
〜
１
０
月
に
人
手
不
足

関
連
倒
産
は
前
年
同
期
比

２
０
・
４
％
増
の
３
２
４
件

に
上
り
、
１
３
年
の
調
査
開

始
以
降
、
最
悪
だ
っ
た
１
５

年
（
１
〜
１
２
月
で
３
４
０

件
）
を
上
回
る
ペ
ー
ス
。
日

本
生
命
保
険
の
調
べ
で
は
、

地
方
部
で
人
材
の
逼
迫
感
が

目
立
っ
て
い
る
。
働
き
手
の

縮
小
に
直
面
す
る
産
業
界
の

実
情
を
裏
付
け
た
形
だ
。

　

人
手
不
足
関
連
倒
産
の
内

訳
は
、
社
長
や
幹
部
役
員
の

急
死
、急
病
な
ど
に
よ
る「
後

継
者
難
」
に
よ
る
倒
産
が

２
３
７
件
で
全
体
の
７
割
超

を
占
め
た
。
人
手
の
確
保
が

難
し
く
事
業
継
続
に
支
障
が

生
じ
た
「
求
人
難
」
は
４
６

件
で
、
前
年
同
期
の
３
１
件

か
ら
４
８
・
４
％
の
大
幅
な

伸
び
。
こ
れ
に
従
業
員
の
退

職
が
理
由
と
な
っ
た
２
２
件

が
続
い
た
。
業
種
別
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
９
０
件
で
最

も
多
く
、
建
設
業
の
６
４

件
、
卸
売
業
の
５
５
件
が
続

い
た
。

　

日
生
が
７
〜
９
月
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
人
手
不
足
と

英
首
相
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
決
意

協
定
案
「
や
り
遂
げ
る
」

　
【
カ
イ
ロ
共
同
】
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
検
察
当
局
は

１
５
日
、
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
の
総
領
事
館
で
サ

ウ
ジ
人
記
者
ジ
ャ
マ
ル
・
カ

シ
ョ
ギ
氏
が
殺
害
さ
れ
た
事

件
を
巡
り
、
実
行
犯
と
み
ら

れ
る
容
疑
者
ら
１
１
人
を
起

訴
し
た
と
発
表
し
た
。
う
ち

犯
行
を
指
示
し
た
５
被
告
に

は
死
刑
を
求
刑
す
る
。
事
実

上
の
最
高
権
力
者
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン
皇
太

子
ら
王
室
上
層
部
の
関
与
は

否
定
し
、
殺
害
を
命
じ
た
の

は
現
場
に
派
遣
さ
れ
た
チ
ー

ム
の
指
揮
官
だ
と
結
論
付
け

た
。

　

検
察
高
官
は
記
者
会
見

で
、
皇
太
子
は
「
何
も
知
ら

な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。
被

告
や
容
疑
者
の
氏
名
は
公
表

衆院法務委員会で委員長解任決議案が
提出されて散会し、記者に囲まれる葉梨
康弘委員長＝１６日午後（共同）

米
産
牛
の
月
齢
制
限
撤
廃
へ

食
品
安
全
委
「
リ
ス
ク
な
し
」

　
【
共
同
】
人
手
不
足
が
加

速
し
、
企
業
の
事
業
継
続

に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い

る
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
８

し
な
か
っ
た
。

　

ト
ル
コ
政
府
が
事
件
当
時

の
状
況
を
録
音
し
た
音
声
記

録
を
米
欧
な
ど
に
提
供
し
、

皇
太
子
が
事
件
に
関
与
し
た

疑
い
が
強
ま
る
中
で
、
サ
ウ

ジ
当
局
は
「
現
場
指
揮
官
が

勝
手
に
殺
害
を
指
示
し
た
」

と
い
う
筋
書
き
を
維
持
し
た

ま
ま
、
事
件
の
幕
引
き
を
図

る
構
え
だ
。

　

米
財
務
省
は
１
５
日
、
殺

害
に
関
与
し
た
と
し
て
サ
ウ

ジ
政
府
高
官
ら
１
７
人
に
対

す
る
制
裁
を
発
表
し
た
。

　

ト
ル
コ
の
チ
ャ
ブ
シ
オ
ー

ル
外
相
は
サ
ウ
ジ
の
発
表
に

つ
い
て
「
満
足
で
き
な
い
。

命
令
を
下
し
た
人
物
、
真
の

犯
人
が
明
か
さ
れ
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
、
被
告
ら
の
公

判
を
ト
ル
コ
で
行
う
よ
う
求

め
た
。

　

検
察
当
局
は
、
ト
ル
コ
政

府
に
「
音
声
記
録
を
含
む
証

拠
と
情
報
」
を
提
供
す
る
よ

う
、
公
式
に
要
請
し
た
と
述

べ
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
皇
太
子

の
「
右
腕
」
と
さ
れ
た
側
近

で
情
報
機
関
高
官
だ
っ
た
ア

ハ
メ
ド
・
ア
シ
リ
氏
と
み
ら

れ
る
人
物
が
、
カ
シ
ョ
ギ
氏

を
「
合
意
の
上
で
、
ま
た
は

強
制
的
に
」
帰
国
さ
せ
る
よ

う
指
示
。
現
場
に
派
遣
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
う
ち「
交
渉
役
」

の
指
揮
官
が
、
事
件
当
日
の

朝
に
殺
害
を
指
示
し
た
と
し

感
じ
て
い
る
企
業
の
割
合
は

「
全
体
的
に
」「
一
部
の
人
材
・

職
種
」
の
合
計
で
全
国
平
均

６
２
・
２
％
。
地
域
別
で
は

関
東
を
除
く
全
て
で
全
国
平

均
を
上
回
り
、
特
に
、
北
海

道
が
７
４
・６
％
、
甲
信
越
・

北
陸
が
７
０
・
２
％
、
中
国

が
６
８
・８
％
で
高
か
っ
た
。

　

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の

櫨
浩
一
専
務
理
事
は
「
地
方

で
は
、
大
都
市
部
よ
り
も
高

齢
化
が
速
く
進
ん
で
若
者
が

足
り
な
く
な
り
、
人
手
不
足

感
が
強
ま
っ
た
」
と
分
析
。

「
生
産
性
を
高
め
る
対
策
を

し
な
け
れ
ば
、
事
業
継
続
が

難
し
く
な
る
」と
警
告
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る

入
管
難
民
法
な
ど
の
改
正

案
に
つ
い
て
、
今
国
会
で
の

成
立
を
目
指
し
て
い
る
。
日

生
の
調
査
に
よ
る
と
、
人
手

が
不
足
し
て
い
る
企
業
が
政

府
に
望
む
対
策
（
複
数
回

答
可
）
は
、
少
子
化
対
策

の
強
化
が
４
２
・
７
％
で
最

多
。
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
は
４
番
目
に
多
い

２
７
・９
％
だ
っ
た
。

議
し
た
上
で
月
齢
制
限
撤
廃

を
正
式
に
決
定
す
る
。

　

１
２
月
３
０
日
の
環
太
平

洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
発

効
を
前
に
、
牛
肉
の
輸
入

規
制
緩
和
は
米
国
が
主
張
し

続
け
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生

以
降
は
圧
力
が
高
ま
っ
て
い

た
。

　

調
査
会
終
了
後
、
座
長
を

務
め
る
真
鍋
昇
・
大
阪
国
際

大
教
授
は
「
安
全
を
担
保
す

る
た
め
、
き
ち
ん
と
米
国
で

の
リ
ス
ク
管
理
が
で
き
て
い

る
か
日
本
政
府
は
積
極
的
に

調
査
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

　
【
共
同
】
食
品
安
全
委
員

会
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会
は

１
５
日
、牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ

Ｓ
Ｅ
）
対
策
で
月
齢
３
０
カ

月
以
下
が
輸
入
条
件
と
な
っ

て
い
る
米
国
産
牛
肉
の
輸
入

規
制
に
つ
い
て
、
月
齢
制
限

を
撤
廃
し
て
も
人
の
健
康
へ

の
リ
ス
ク
は
な
い
と
す
る
評

価
案
を
ま
と
め
た
。
３
０
日

間
の
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）を
経
た
上
で
、

食
品
安
全
委
が
根
本
匠
厚
生

労
働
相
に
答
申
す
る
。
厚
労

省
は
食
肉
の
処
理
方
法
な
ど

の
細
部
に
つ
い
て
米
国
と
協

た
。

　

規
制
撤
廃
に
よ
る
日
本
の

畜
産
業
界
へ
の
影
響
は
限
定

的
と
み
ら
れ
る
。
米
国
産
牛

は
経
済
性
か
ら
通
常
２
０
カ

月
程
度
の
月
齢
で
食
肉
処
理

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
３
０

カ
月
超
の
牛
は
少
な
く
、
畜

産
業
界
へ
の
影
響
は
限
定
的

と
み
ら
れ
る
。

　

あ
る
生
産
者
団
体
の
担
当

者
は
「
米
国
が
日
本
に
輸
出

す
る
の
は
若
い
牛
が
ほ
と
ん

ど
で
、
規
制
が
撤
廃
さ
れ
て

も
大
き
な
影
響
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
指
摘
。
日
本
へ
の
輸

入
が
大
き
く
増
え
る
こ
と
は

想
定
し
に
く
い
と
し
て
、
む

し
ろ
日
米
の
新
た
な
貿
易
交

渉
へ
の
政
府
の
対
応
が
気
が

か
り
だ
と
い
う
。

　

厚
労
省
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
食
品
安
全
委
は
今
年
４

月
か
ら
、
月
齢
制
限
を
撤

廃
し
た
場
合
の
健
康
に
及
ぼ

す
影
響
を
専
門
調
査
会
で
検

証
。
危
険
部
位
で
あ
る
脊
髄

の
除
去
な
ど
米
国
で
の
リ
ス

ク
管
理
を
議
論
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
問
題

点
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

サ
ウ
ジ
、
５
人
に
死
刑
求
刑
へ

１
１
人
起
訴
、
皇
太
子
関
与
否
定

好
だ
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
が
１
５
日
に

歯
舞
、
色
丹
２
島
の
主
権
も

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
伊
藤

慎
司
】
英
国
の
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
交
渉
を
巡
り
、

メ
イ
首
相
は
１
５
日
記
者
会

見
し
、
閣
議
で
承
認
し
た
Ｅ

Ｕ
離
脱
協
定
案
は
「
英
国
や

全
国
民
に
と
っ
て
正
し
い
進

路
だ
」
と
強
調
、
実
現
に
向

け「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
」

と
強
い
決
意
を
表
明
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
規
則
に
縛
ら
れ
る
恐

れ
の
あ
る
協
定
案
に
は
与
党

内
で
も
反
発
が
広
が
り
、
交

渉
の
中
核
を
担
っ
た
ラ
ー
ブ

Ｅ
Ｕ
離
脱
担
当
相
ら
複
数
の

閣
僚
が
辞
任
。
党
首
交
代
論

も
浮
上
す
る
な
ど
求
心
力
が

揺
ら
ぐ
メ
イ
氏
は
、
来
年

３
月
に
迫
る
離
脱
を
に
ら

み
、
協
定
案
が
国
益
に
沿
う

選
択
だ
と
改
め
て
訴
え
、
次

の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
議
会
承

認
を
実
現
さ
せ
る
狙
い
が
あ

る
。

　

ラ
ー
ブ
氏
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送

の
取
材
に
、協
定
案
に
は「
致

命
的
な
欠
陥
が
あ
る
」
と
指

摘
し
「
進
路
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

メ
イ
氏
は
会
見
で
「（
交

渉
で
の
）
譲
歩
を
快
く
思
っ

て
い
な
い
人
が
い
る
こ
と
も

理
解
し
て
い
る
」
と
指
摘
、

与
党
内
で
反
対
論
が
広
ま
る

現
状
を
率
直
に
認
め
た
が

「（
協
定
案
は
）
国
益
に
か
な

う
」
と
改
め
て
訴
え
、
党
や

国
民
に
団
結
を
求
め
た
。

　

与
党
内
で
は
対
Ｅ
Ｕ
強
硬

派
を
中
心
に
「
メ
イ
氏
降
ろ

し
」
を
求
め
る
動
き
が
出

始
め
た
。
強
硬
派
の
有
力
者

リ
ー
ス
モ
グ
議
員
は
「（
協

定
案
は
）
失
策
。
誰
の
支
持

も
得
ら
れ
な
い
」
と
痛
烈
に

批
判
し
、
メ
イ
氏
に
対
す

る
不
信
任
投
票
の
実
施
を
要

求
す
る
書
簡
を
党
に
提
出
し

た
。

　

協
定
案
で
は
、
難
航
す
る

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
国
境
管

理
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
の

暫
定
措
置
と
し
て
、
離
脱
後

の
移
行
期
間
が
過
ぎ
て
も
Ｅ

Ｕ
関
税
同
盟
に
事
実
上
残
り

続
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

う
し
た
内
容
に
、
強
硬
派
な

ど
が
「
Ｅ
Ｕ
へ
の
隷
属
だ
」

と
反
発
し
て
い
る
。

　

英
政
府
の
閣
議
承
認
を
受

け
、
ト
ゥ
ス
ク
Ｅ
Ｕ
大
統
領

は
協
定
案
で
正
式
合
意
す
る

と
プ
ー
チ
ン
氏
は
共
同
宣
言

を
基
礎
に
平
和
条
約
交
渉
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し

た
。

　

会
見
で
首
相
は
共
同
宣
言

に
触
れ
「
日
本
側
は
、
こ
こ

（
第
９
項
）
に
言
う
条
約
交

渉
の
対
象
は
４
島
の
帰
属
問

題
と
の
立
場
だ
」
と
説
明
し

た
。
２
島
先
行
返
還
に
合
意

し
た
場
合
で
も
、
残
る
２
島

の
帰
属
問
題
の
協
議
を
続
け

た
上
で
、
平
和
条
約
締
結
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
と
み

ら
れ
る
。

　

同
時
に
「
私
と
プ
ー
チ
ン

氏
と
の
間
で
、
双
方
に
受
け

入
れ
可
能
な
解
決
策
に
至
り

た
い
」
と
語
っ
た
。「
北
方

領
土
が
先
の
大
戦
の
結
果
、

ロ
シ
ア
領
に
な
っ
た
」
と
す

る
ロ
シ
ア
側
に
対
す
る
妥
協

の
必
要
性
も
に
じ
ま
せ
た
格

オーストラリア北部ダーウィンで記者会見する
安倍首相＝１６日（共同）

交
渉
対
象
に
な
る
と
指
摘
し

た
こ
と
に
は
「
コ
メ
ン
ト
は

控
え
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど

め
た
。

　

一
方
、
菅
義
偉
官
房
長
官

は
１
６
日
の
官
邸
で
の
記
者

会
見
で
、
歯
舞
群
島
と
色
丹

島
が
返
還
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
「
当
然
、
日
本
の
主
権

も
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
語
っ
た
。

出
て
い
る
。
ロ
シ
ア
側
は
２

島
引
き
渡
し
で
幕
引
き
を
図

る
考
え
で
、
歩
み
寄
り
は
見

通
せ
な
い
。

　

１
９
５
６
年
の
日
ソ
共
同

宣
言
は
、
第
９
項
に
平
和
条

約
締
結
後
、
歯
舞
、
色
丹
を

引
き
渡
す
と
明
記
。
首
相

　

首
相
の
対
ロ
交
渉
方
針
に

つ
い
て
①
歯
舞
、
色
丹
２
島

の
先
行
返
還
で
合
意
②
国

後
、
択
捉
２
島
の
帰
属
問
題

と
平
和
条
約
締
結
問
題
を
解

決
③
歯
舞
、
色
丹
２
島
の
引

き
渡
し
を
受
け
る
―
段
取
り

を
描
い
て
い
る
と
の
見
方
が

ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
、
丁
寧

に
説
明
し
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
話
し
た
。

　

野
党
は
、
調
査
の
詳
細
な

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
審
議
入
り
の
条
件
に
し
て

い
た
。
与
野
党
は
１
６
日
、

聴
取
票
は
個
人
情
報
な
ど
を

一
部
黒
塗
り
に
し
て
、
週
明

け
か
ら
閲
覧
を
可
能
に
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。

　

改
正
案
は
１
３
日
に
衆
院

本
会
議
で
審
議
入
り
。
政
府

は
１
４
日
、
制
度
導
入
を
目

指
す
１
９
年
度
か
ら
５
年
目

ま
で
の
累
計
で
、
１
４
業
種

で
最
大
３
４
万
５
１
５
０
人

を
受
け
入
れ
る
と
の
見
込
み

数
を
示
し
た
。
１
６
日
の

法
務
委
の
理
事
懇
で
は
、
各

所
管
省
庁
が
業
種
ご
と
に
見

込
み
数
の
積
算
根
拠
に
つ
い

て
、
実
習
生
か
ら
の
移
行
を

見
通
す
な
ど
し
て
算
出
し
た

と
改
め
て
説
明
し
た
。

て
い
る
。

　

ま
た
実
行
犯
ら
は
「
口
論

と
格
闘
」
の
後
に
カ
シ
ョ
ギ

氏
に
多
量
の
薬
物
を
投
与
し

て
殺
害
し
、
遺
体
を
切
断
し

て
総
領
事
館
の
外
に
持
ち
出

し
、
ト
ル
コ
の
協
力
者
に
渡

し
た
と
い
う
。

　

検
察
は
こ
れ
ま
で
に
２
１

人
の
身
柄
を
拘
束
。
起
訴
さ

れ
た
１
１
人
を
除
く
１
０
人

の
捜
査
を
継
続
す
る
。

た
め
２
５
日
に
臨
時
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
を
開
催
す
る
方
針
。
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地
球
温
暖
化
ま
で
マ
ル
ク
ス
主
義
？

Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
次
期
政
権
で
の
閣

僚
入
り
内
定
後
、
ガ
ブ
リ
エ

ラ
・
ハ
ル
チ
判
事
に
担
当
が

変
わ
っ
た
。
ル
ー
ラ
氏
が
証

人
尋
問
を
受
け
る
の
は
収
監

後
初
で
、
担
当
者
交
代
後
初

の
直
接
対
決
と
も
な
っ
た
。

　

ほ
ぼ
３
時
間
に
及
ん
だ
尋

問
の
中
、
ル
ー
ラ
被
告
は
、

「
嫌
疑
に
は
全
く
身
に
覚
え

が
な
い
。
検
察
の
仕
組
ん
だ

茶
番
で
、
自
分
は
そ
の
犠
牲

に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
検

察
は
、
建
設
大
手
の
Ｏ
Ａ
Ｓ

社
と
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
が
、

ル
ー
ラ
被
告
へ
の
賄
賂
と
し

て
、
お
よ
そ
１
０
０
万
レ
ア

ル
に
及
ぶ
ア
チ
バ
イ
ア
の
別

荘
の
改
装
費
用
を
負
担
し
た

と
主
張
し
て
い
る
。

　

書
類
上
の
別
荘
の
名
義
は

ル
ー
ラ
被
告
で
は
な
く
企
業

家
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ビ
ッ

タ
ー
氏
と
な
っ
て
い
る
が
、

同
氏
も
一
連
の
疑
惑
の
共
犯

者
と
し
て
被
告
に
な
っ
て
い

る
。
同
疑
惑
の
容
疑
者
は

１
３
人
を
数
え
る
。

　

ハ
ル
チ
判
事
に
よ
る
「
何

　

１
４
日
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

は
次
期
外
相
に
、
外
務
省
で
米
国
・
カ
ナ
ダ
並
び
米
州
諸
国
に
関
連
す
る
問
題
を

担
当
す
る
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
大
使
（
５
１
）
を
指
名
し
た
。
同
氏
に

は
国
外
の
公
館
を
指
揮
し
た
経
験
が
１
度
も
な
い
上
、
前
任
者
ら
に
比
べ
て
異
例

に
若
い
、ネ
ッ
ト
上
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
環
境
問
題
を
否
定
し
、批
判
す
る
な
ど
、

不
安
視
さ
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
１
５
、１
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ン
ブ
氏
を
フ
ァ
シ
ス
ト
だ
と

言
う
人
が
い
る
が
、
ス
タ
ー

リ
ン
や
毛
沢
東
、
ポ
ル
・
ポ

ト
の
よ
う
な
左
翼
独
裁
者
こ

そ
、フ
ァ
シ
ス
ト
だ
」と
語
っ

た
。

　

こ
の
記
事
を
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
師
匠
の
ひ
と
り
と
し

て
知
ら
れ
る
右
翼
思
想
家

の
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
や
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ

の
国
際
担
当
の
フ
ィ
リ
ペ
・

マ
ル
チ
ン
ス
氏
が
気
に
入
っ

た
こ
と
が
、
外
相
推
薦
へ
の

決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う
。

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
副

大
統
領
や
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ

レ
ー
ノ
大
統
領
府
安
全
保
障

室
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
長
官
は
、
別

の
人
物
を
外
相
に
推
薦
し
て

い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏

は
ブ
ロ
グ
で
も
、
左
翼
主
義

や
左
翼
国
家
へ
の
過
激
な
言

動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
同

氏
は
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
を

「
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
」
と
呼

ぶ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、「
伯

国
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
解
放
す
る

　

本
日
付
で
報
じ
た
聖
市
の

西
部
の
ジ
ャ
グ
ア
レ
ー
高
架

橋
の
落
下
騒
ぎ
は
市
民
に
恐

怖
心
と
危
機
感
を
感
じ
さ
せ

た
が
、
１
６
日
付
ア
ゴ
ラ
紙

に
よ
る
と
、
市
内
に
は
同
様

の
危
険
性
を
持
ち
、
改
修
の

必
要
の
あ
る
橋
が
１
８
５
カ

所
中
、
３
３
カ
所
あ
る
と
い

力
に
な
り
た
い
。
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
は
マ
ル
ク
ス
文
化
の

賜
物
で
非
人
間
、
非
キ
リ
ス

ト
教
的
シ
ス
テ
ム
だ
」「
地

球
温
暖
化
は
中
国
に
利
す
る

た
め
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
産

物
だ
」「
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
左

翼
思
想
か
ら
出
て
き
た
」
な

ど
の
発
言
も
行
っ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
次
期

大
統
領
に
当
選
し
て
以
来
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
を
エ

ル
サ
レ
ム
に
移
し
た
い
」
と

発
言
し
て
ア
ラ
ブ
諸
国
の
強

い
反
発
を
招
い
た
上
、
社
会

主
義
嫌
悪
丸
出
し
の
言
動
や

方
針
転
換
に
よ
り
、
キ
ュ
ー

バ
が
伯
国
の
医
療
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
マ
イ
ス
・
メ
ジ
コ
ス
」

か
ら
の
医
師
引
き
上
げ
を
通

達
し
て
く
る
な
ど
、
外
交
上

ト
ラ
ン
プ
礼
賛
の
愛
国
主
義
者

の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
る

か
自
覚
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
の
問
い
か
け
に
も
、
ル
ー

ラ
被
告
は
「
い
い
え
。
私
は

例
の
別
荘
の
所
有
者
で
す

か
」
と
逆
質
問
。
ハ
ル
チ
判

事
は
「
そ
れ
に
答
え
る
の
は

貴
方
で
あ
っ
て
、
私
で
は
な

い
」
と
応
酬
し
た
。
ル
ー
ラ

被
告
が
逆
質
問
を
や
め
な
い

た
め
、
ハ
ル
チ
判
事
が
「
そ

ん
な
態
度
を
続
け
る
な
ら
、

問
題
に
な
り
ま
す
」
と
諌
め

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

ア
チ
バ
イ
ア
別
荘
改
修
に

関
し
て
は
、
元
オ
デ
ブ
レ
ヒ

ト
社
社
長
の
マ
ル
セ
ロ
・
オ

デ
ブ
レ
ヒ
ト
氏
も
、
元
Ｏ
Ａ

Ｓ
社
長
の
レ
オ
・
ピ
ニ
ェ
イ

ロ
氏
も
「
ル
ー
ラ
被
告
へ
の

見
返
り
と
し
て
工
事
を
行
っ

た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま

た
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
氏
は
「
別

荘
は
ル
ー
ラ
被
告
の
所
有
」

製
戦
闘
機
購
入
関
連
で
の
収

賄
、
資
金
洗
浄
疑
惑
で
も
被

告
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
型
汚
職
捜
査
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦

関
連
で
、
一
審
が
ク
リ
チ
ー

バ
地
裁
扱
い
と
さ
れ
た
疑
惑

は
「
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
」「
ア

チ
バ
イ
ア
」「
ル
ー
ラ
研
究

所
」
の
３
件
だ
。
Ｌ
Ｊ
担
当

判
事
は
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
氏

だ
っ
た
が
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ（
社
会
自
由
党
・

　

グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
市
の
三
層

住
宅
に
絡
む
収
賄
疑
惑
で

ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
２
審
有

罪
と
な
り
、
４
月
７
日
に
収

監
さ
れ
て
以
来
初
の
証
人
尋

問
が
、
１
４
日
に
ク
リ
チ
ー

バ
地
裁
で
行
わ
れ
た
と
、

１
５
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

た
。

　

こ
の
尋
問
は
、
ア
チ
バ
イ

ア
市
の
別
荘
改
装
に
絡
む
収

賄
、
資
金
洗
浄
の
嫌
疑
に
関

す
る
も
の
だ
。
ル
ー
ラ
被
告

は
、
ル
ー
ラ
研
究
所
用
地
関

連
、
ア
ン
ゴ
ラ
原
発
で
の
連

事
業
関
連
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 疑

惑
徹
底
否
定
の
元
大
統
領

キ
ュ
ー
バ
が
突
如
、撤
退
宣
言

ア
チ
バ
イ
ア
裁
判
判
決
近
し

と
も
証
言
し
て
お
り
、
ビ
ッ

タ
ー
被
告
は
、「
ル
ー
ラ
被

告
夫
人
の
故
マ
リ
ー
ザ
・
レ

テ
ィ
シ
ア
氏
が
、
改
装
工
事

に
指
示
を
出
し
て
い
た
」
と

証
言
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ラ
被
告
は
嫌
疑
を
終

始
否
定
し
、「
Ｌ
Ｊ
作
戦
で

報
奨
付
供
述
を
行
っ
た
闇
為

替
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
ア
ル
ベ
ル

ト
・
ユ
セ
フ
被
告
と
モ
ロ
判

事
は
友
人
だ
っ
た
の
で
は
」

と
も
発
言
。
ハ
ル
チ
判
事
が

「
い
い
加
減
に
」
と
、
制
止

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

ア
チ
バ
イ
ア
関
連
裁
判
は

こ
れ
で
判
決
直
前
の
最
終
弁

論
前
の
補
足
手
続
き
を
残
す

の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、ル
ー

ラ
研
究
所
用
地
関
連
裁
判

は
、
判
決
前
の
全
て
の
手
順

は
終
了
し
て
い
る
が
、
モ
ロ

判
事
の
交
代
な
ど
も
あ
り
、

判
決
は
来
年
に
持
ち
越
さ
れ

る
見
通
し
だ
。

大
き
く
超
え
る
も
の
だ
と
い

う
。
同
氏
は
外
務
省
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
特
定
の
組
織

を
統
括
し
た
経
験
が
な
い
。

　

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
に
関
し

て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
を
強
く
称
え
る
、

右
派
礼
賛
的
な
言
動
だ
。

　

同
氏
は
１
７
年
９
月
、
外

務
省
が
発
行
し
て
い
る
雑
誌

に
「
ト
ラ
ン
プ
と
西
洋
」
と

題
し
た
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い

る
が
、
そ
こ
で
同
氏
は
、
ト

ラ
ン
プ
氏
を
愛
国
心
や
家
族

や
神
の
価
値
を
取
り
戻
し
た

人
物
と
し
て
賞
賛
、
レ
ー
ガ

ン
元
米
国
大
統
領
や
チ
ャ
ー

チ
ル
元
英
国
首
相
と
比
較
し

て
誉
め
た
。
さ
ら
に
「
ト
ラ

支持者に囲まれるルーラ被告（写真は昨年５
月のもの、Ricardo Stuckert）

アラウージョ氏（Valter Campanato/Ag. Brasil）

外
交
問
題
山
積
の
矢
先
に

マイス・メジコス

の
問
題
が
続
い
て
い
る
。
そ

ん
な
最
中
の
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ

氏
指
名
に
、
一
部
の
識
者
の

間
で
は
、
今
後
の
外
交
政
策

な
ど
へ
の
不
安
や
懸
念
も
さ

さ
や
か
れ
は
じ
め
て
い
る
。

う
。
さ
ら
に
、
２
０
０
７
年

の
カ
サ
ビ
市
長
の
時
代
に
、

「
注
意
す
べ
き
橋
」
と
し
て

指
定
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

時
点
で
既
に
５
０
カ
所
以
上

存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
聖

市
の
橋
は
古
い
も
の
が
多

く
、
敷
き
詰
め
た
ブ
ロ
ッ
ク

が
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
て
思
わ
ず

橋
の
下
を
見
て
し
ま
い
た
く

な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
本
気

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
。
大
き
な
事
故

が
起
こ
る
前
に
、
至
急
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
気

温
も
上
昇
し
て
い
る
昨
今
。

水
浴
を
楽
し
む
人
も
増
え
る

頃
だ
が
、
大
聖
市
圏
サ
ン
ベ

ル
ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
で

は
１
５
日
、
エ
ス
ト
リ
ル
公

園
の
リ
ア
シ
ョ
・
グ
ラ
ン
デ

と
呼
ば
れ
る
砂
浜
で
ゴ
ミ
が

多
い
と
苦
情
が
出
た
。
こ
の

砂
浜
は
、
水
質
汚
染
が
問
題

と
な
り
、「
水
浴
不
適
」
と

さ
れ
て
い
た
ビ
リ
ン
グ
ス
水

系
の
中
で
唯
一
、
水
浴
が
出

来
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
水
質
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
と
い
え
ば
グ
ア
ラ
ピ

ラ
ン
ガ
水
系
の
そ
れ
も
し
ば

し
ば
問
題
に
さ
れ
る
が
、
解

決
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

も
残
り
あ
と
４
節
。
首
位
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
は
明
日
、
敵
地

で
の
パ
ラ
ナ
ー
戦
。
相
手
は

最
下
位
確
定
の
チ
ー
ム
だ
け

に
、
勝
っ
て
早
め
の
優
勝
に

つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ
。
リ
ベ

ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
を
予
選
な

し
（
４
位
以
上
）
で
行
き
た

い
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
明
日
、
モ

ル
ン
ビ
で
ク
ル
ゼ
イ
ロ
と
。

２
部
降
格
圏
内
（
１
７
位
以

下
）
と
勝
ち
点
差
３
と
尻
に

火
が
つ
い
た
コ
リ
ン
チ
ャ
ン

ス
は
今
日
ヴ
ァ
ス
コ
戦
だ
。

　

今
年
５
月
末
か
ら
６
月
８

日
に
か
け
て
Ｅ
Ｕ
が
行
っ
た

衛
生
検
査
に
よ
る
と
、牛
肉
、

鶏
肉
、
馬
肉
、
魚
、
蜂
蜜
な

ど
の
伯
国
産
の
輸
出
食
品
に

不
備
が
見
つ
か
っ
た
と
１
６

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

昨
年
３
月
の
カ
ル
ネ
・
フ

ラ
ッ
カ
作
戦
発
動
以
来
、
Ｅ

Ｕ
は
伯
国
産
食
品
に
対
し
て

よ
り
厳
し
い
品
質
検
査
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
伯

国
農
家
は
、
輸
出
許
可
企
業

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
再
選
別

さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

　

５
月
末
か
ら
６
月
８
日
に

か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
食
肉
に
含
ま
れ
る
残
留

物
や
動
物
に
使
わ
れ
る
薬
品

の
有
無
に
重
点
が
置
か
れ
た

が
、
Ｅ
Ｕ
の
保
健
当
局
に
よ

る
検
査
結
果
は
、
１
１
月
に

入
っ
て
公
開
と
な
っ
た
。

　
「
検
査
の
目
的
は
、
Ｅ
Ｕ

に
輸
出
さ
れ
る
（
生
き
た
）

動
物
や
食
肉
加
工
品
に
残
っ

て
い
る
残
留
物
の
量
や
、
薬

品
類
に
よ
る
汚
染
の
度
合
い

を
調
べ
る
事
で
、
伯
国
側
の

管
理
体
制
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

事
だ
っ
た
」
と
Ｅ
Ｕ
は
書
面

で
発
表
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
伯
国
の
残
留
物

監
視
計
画
そ
の
も
の
は
国
際

基
準
に
沿
っ
て
は
い
る
が
、

伯
国
産
製
品
の
信
頼
性
は
部

分
的
に
弱
ま
っ
た
と
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
伯

国
産
の
魚
や
蜂
蜜
の
な
か
に

は
、
Ｅ
Ｕ
基
準
で
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
薬
品
の
使
用
が

検
査
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

多
い
事
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
牛
肉
や
鶏
肉
に
関

し
て
も
、
伯
国
製
品
の
一
部

か
ら
Ｅ
Ｕ
で
は
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
成
分
が
検
出

さ
れ
た
と
し
た
上
、
動
物
に

薬
品
を
投
与
し
た
際
は
、
そ

の
動
物
の
食
肉
が
安
全
で
あ

る
保
証
が
得
ら
れ
な
い
と
も

批
判
し
て
い
る
。

　

伯
国
の
農
牧
供
給
省
は
、

Ｅ
Ｕ
の
要
求
に
沿
っ
た
検
査

措
置
を
実
施
す
る
計
画
を
Ｅ

Ｕ
側
に
提
示
し
た
。
伯
国
政

府
は
、
来
年
か
ら
は
魚
の
検

査
固
体
の
数
量
目
標
を
設
定

し
、
Ｅ
Ｕ
側
が
求
め
る
残
留

物
検
査
も
厳
密
に
行
う
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
。

　

ジ
ウ
マ
政
権
下
で
発
足
し

た
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
イ

ス
・
メ
ジ
コ
ス
（
Ｍ
Ｍ
）
は

伯
国
全
土
に
１
万
８
２
４
０

人
の
医
師
を
派
遣
し
て
い
る

が
、
そ
の
４
５
・７
％
を
占
め

る
８
３
３
２
人
の
キ
ュ
ー
バ

人
医
師
が
年
内
に
全
員
撤
退

す
る
可
能
性
が
出
始
め
、
各

市
の
保
健
局
や
保
健
省
が
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
と
１
４

〜
１
６
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

事
の
発
端
は
、
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統

領
が
、
Ｍ
Ｍ
に
参
加
す
る
外

国
人
医
師
に
能
力
試
験
を
義

務
付
け
る
、
家
族
を
伯
国
に

転
居
さ
せ
る
事
を
認
め
る
、

参
加
者
と
の
契
約
は
個
人
契

約
と
し
、
給
与
は
全
額
本
人

に
払
う
と
い
っ
た
方
針
を
打

ち
出
し
た
事
だ
。
Ｍ
Ｍ
に
参

加
中
の
キ
ュ
ー
バ
人
医
師
は

米
州
保
健
機
構
を
介
し
て
派

遣
さ
れ
、
給
与
の
大
半
は
同

国
政
府
の
手
に
渡
っ
て
い
る
た

め
、
次
期
大
統
領
が
「
彼
ら

は
奴
隷
労
働
状
態
だ
」
と
批

判
し
て
い
た
。

　

キ
ュ
ー
バ
政
府
は
こ
の
方

針
転
換
や
批
判
は
当
初
の
条

件
を
覆
す
と
し
、
１
４
日
に

Ｍ
Ｍ
か
ら
の
撤
退
と
伯
国
で

活
動
中
の
医
師
を
帰
国
さ
せ

る
事
を
通
達
し
て
来
た
。

　

当
初
の
契
約
で
は
、
Ｍ
Ｍ

を
抜
け
、
保
護
を
申
請
し
た

医
師
は
強
制
送
還
す
る
約
束

だ
っ
た
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

同
国
か
ら
の
医
師
が
保
護
を

求
め
た
ら
全
員
受
け
入
れ
る

意
向
も
示
し
た
。
キ
ュ
ー
バ

政
府
は
保
護
申
請
を
避
け
る

た
め
、
今
月
中
に
医
師
を
帰

国
さ
せ
始
め
、
年
内
に
終
わ

ら
せ
る
意
向
の
よ
う
だ
。

　

だ
が
、
Ｍ
Ｍ
か
ら
の
撤
退

は
現
場
の
医
師
に
何
の
通
達

も
な
く
発
表
さ
れ
た
た
め
、

家
屋
購
入
、
そ
の
他
の
計
画

を
た
て
て
い
た
医
師
ら
は
途

方
に
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
全
国
市
保
健
局

審
議
会
は
、
同
国
の
医
師

達
が
撤
退
す
る
と
、
対
応
の

約
９
０
％
を
同
国
の
医
師
に

頼
っ
て
い
る
先
住
民
を
中
心

に
、
約
３
２
０
０
の
市
に
住

む
国
民
２
９
０
０
万
人
が
影

響
を
受
け
る
と
見
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｍ
を
通
し
て
派
遣
さ
れ

て
い
る
キ
ュ
ー
バ
人
の
医
師

の
数
は
、
北
東
部
２
８
１
７

人
、
南
東
部
２
４
２
０

人
、
南
部
１
３
２
２
人
、
北

部
１
３
１
４
人
、
中
西
部

４
５
９
人
だ
。
州
別
最
多
は

聖
州
の
１
３
９
４
人
で
、
バ

イ
ア
州
の
８
２
２
人
が
続
く

が
、
内
陸
の
農
村
部
な
ど
で

は
、
伯
人
の
医
師
が
嫌
う
週

４
０
時
間
勤
務
の
家
庭
保
健

計
画
を
キ
ュ
ー
バ
人
医
師
の

み
が
担
当
し
て
い
る
例
や
、

保
健
所
で
働
く
唯
一
の
医
師

が
同
国
人
と
い
う
例
も
多
い
。

　

保
健
省
は
、
１
６
日
に
米

州
保
健
機
構
の
担
当
者
ら
と

会
合
を
持
っ
た
後
、
今
月
中

に
も
、
Ｍ
Ｍ
参
加
者
の
公
募

を
始
め
る
意
向
だ
と
い
う
。

　

１
５
日
未
明
、
聖
市
内
を

走
る
幹
線
道
路
の
マ
ル
ジ
ナ

ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の
高
速

車
線
で
、
橋
脚
の
一
部
が
崩

れ
て
路
面
が
沈
み
、
２
メ
ー

ト
ル
の
段
差
が
生
じ
て
、
通

行
止
め
と
な
る
事
態
が
発
生

し
た
。
１
６
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

１
５
日
午
前
３
時
３
０
分

頃
、
ジ
ャ
グ
ア
レ
ー
橋
の
手

前
に
あ
り
、
市
北
西
部
ヴ
ィ

ラ
・
ロ
ボ
ス
公
園
脇
を
通
る

マ
ル
ジ
ナ
ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
高
速
車
線
の
高
架
橋
の
橋

脚
の
一
部
が
突
如
崩
れ
、
路

面
に
段
差
が
生
じ
た
。

　

こ
の
瞬
間
、
少
な
く
と
も

５
台
の
車
が
走
っ
て
い
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

ひ
と
り
、
ロ
ナ
ウ
ド
・
パ
レ

ン
テ
さ
ん
は
、「
前
を
走
っ

て
い
た
車
２
台
が
目
の
前
で

急
に
消
え
た
か
ら
ど
う
し
た

の
か
と
思
っ
た
が
、
気
が
付

い
た
ら
自
分
も
落
ち
て
い
た

と
」
と
語
る
。
進
行
方
向
に

向
か
っ
て
ず
れ
が
生
じ
た
た

め
、
断
面
に
激
突
す
る
と
い

う
事
故
は
免
れ
た
が
、
車
の

破
損
な
ど
は
起
き
た
。

　

同
道
の
高
速
車
線
は
ト
ラ

ン
ザ
メ
リ
カ
橋
〜
ジ
ャ
グ
ア

レ
ー
橋
間
が
全
面
封
鎖
さ
れ

て
お
り
、
別
ル
ー
ト
で
迂
回

す
る
必
要
が
あ
る
。
専
門
家

に
よ
る
と
、
完
全
復
旧
に
は

３
カ
月
を
要
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
事
故
現
場
は
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｍ
９
号
線
の
ヴ
ィ
ラ
・
ロ

ボ
ス
／
ジ
ャ
グ
ア
レ
ー
駅
に

ほ
ど
近
く
、
高
架
橋
の
下
を

線
路
が
通
っ
て
い
る
た
め
、

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
〜
セ
ア
ザ

駅
間
は
運
行
停
止
と
な
り
、

ヴ
ィ
ラ
・
ロ
ボ
ス
／
ジ
ャ
グ

ア
レ
ー
駅
と
Ｕ
Ｓ
Ｐ
シ
ダ
ー

デ
・
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
リ
ア

駅
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
運

行
停
止
区
間
は
バ
ス
に
よ
る

代
行
運
行
が
行
わ
れ
る
。

過激発言者が次期外相に
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
氏
を
指
名
し
た

際
、「
２
９
年
に
及
ぶ
豊
富

な
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
人
物
」

と
し
て
褒
め
称
え
た
。

　

だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
の
起
用
は
外

務
省
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を

Ｅ
Ｕ
が
伯
国
の
検
査
体
制
に
注
文

食
肉
の
他
に
魚
、
蜂
蜜
で
も

無
医
の
自
治
体
続
出
は
不
可
避

ボウソナロ
次期政権

ＬＪ作戦関連裁判

後
任
判
事
が
ル
ー
ラ
と
直
接
対
決

（２）２０１８年 第５１２５号 １１月 １７日 （土曜日）

食品衛生問題

Ｍ
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
で
橋
に
段
差

事
故
起
こ
ら
ず
も
崩
壊
の
危
機

聖市北西部



　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

か
ら
５
か
月げ

つ

の
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）
年ね

ん

１
月が

つ

１
２
日に

ち

、
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

は
釜ぷ

山さ
ん

か
ら
の
連れ

ん

絡ら
く

船せ
ん

に
乗の

っ
て
、
博は

か

多た

港こ
う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
。
博は

か

多た

港こ
う

で
待ま

ち
構か

ま

え
て
い
た
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
社し

ゃ

会か
い

面め
ん

ト
ッ
プ
、
４
段だ

ん

ぶ
ち
抜ぬ

き
で
報ほ

う

じ
た
。

　
平へ

い

和わ

時じ

代だ
い

か
ら
支し

那な

事じ

変へ
ん

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

下か

の
十

じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

を
外が

い

国こ
く

生せ
い

活か
つ

に
過す

ご

し
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
本ほ

ん

拠き
ょ

延え
ん

安あ
ん

に
お
い
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

の
最さ

い

高こ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し
て
反は

ん

戦せ
ん

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

を
活か

っ

発ぱ
つ

に
続つ

づ

け
て
い
た
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う（
注

ち
ゅ
う

：　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

）
幹か

ん

部ぶ

の
野の

坂さ
か

参さ
ん

貳ぞ
う

氏し

（
筆ひ

つ

名め
い

岡お
か

野の

進す
す
む）
は
戦せ

ん

犯ぱ
ん

者し
ゃ

処し
ょ

分ぶ
ん

、
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

追つ
い

放ほ
う

な
ど
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

旋せ
ん

風ぷ
う

裡り

の
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

、
十

じ
ゅ
う

二に

日に
ち

正
し
ょ
う

午ご

釜ぷ

山さ
ん

経け
い

由ゆ

、
博は

く

釜ふ

連れ
ん

絡ら
く

船せ
ん

で
博は

か

多た

港こ
う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
。［
１
，　

３
９
８
９
］

　

記き

事じ

は
こ
の
後あ

と

も
、「
長な

が

い
四よ

ん

箇か

月げ
つ

の
旅た

び

路じ

を
祖そ

国こ
く

再さ
い

建け
ん

へ

の
熱ね

つ

情じ
ょ
うで
踏と

う

破は

」「
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を
示し

め

す
も
の
と
し
て
期き

待た
い

さ

れ
て
い
る
」
な
ど
と
、
ま
る
で
凱が

い

旋せ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
よ
う
な
書か

き
ぶ

り
で
あ
る
。

　

野の

坂さ
か

が
東と

う

京き
ょ
う

入い

り
す
る
と
、「
人じ

ん

民み
ん

の
英え

い

雄ゆ
う

、
同ど

う

志し

野の

坂さ
か

」

「
働は

た
ら
か
せ
ろ
、
食く

わ
せ
ろ
、
家い

え

を
与あ

た

え
ろ
」「
人じ

ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

政せ
い

権け
ん

樹じ
ゅ

立り
つ

」
な
ど
の
幟の

ぼ
り
や
プ
ラ
カ
ー
ド
が
林り

ん

立り
つ

す
る
な
か
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
愛あ

い

唱し
ょ
う

歌か

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
斉せ

い

唱し
ょ
うす

る
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
迎む

か

え
ら
れ
た
。

　

野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

の
凱が

い

旋せ
ん

帰き

国こ
く

は
、
敗は

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
わ
が
国く

に

が
迎む

か

え

た
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
危き

機き

の
幕ま

く

開あ

け
で
あ
っ
た
。

敗は
い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
日に

本ほ
ん

を

     

共き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

か
ら
救す

く

っ
た
の
は

２０１８年
ねん

9 月
がつ

30 日
にち

版
ばん

　

世せ

界か
い

共き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
目め

指ざ

し
て
ソ
連れ

ん

が
設せ

つ

立り
つ

し
た
国こ

く

際さ
い

組そ

織し
き

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うで
あ
り
、
か
つ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日に

本ほ
ん

支し

部ぶ

と
し
て
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

が
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

・

延え
ん

安あ
ん

に
入は

い
っ
た
の
は
１
９
４
０
年ね

ん

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

延え
ん

安あ
ん

で
は
支し

那な

事じ

変へ
ん

で
捕ほ

虜り
ょ

と
な
っ
た
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

を
洗せ

ん

脳の
う

し
て
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

に
お
け
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
戦せ

ん

士し

に
仕し

立た

て
あ
げ
る
日に

本ほ
ん

労ろ
う

農の
う

学が
っ

校こ
う

が
設も

う

け
ら
れ
、
野の

坂さ
か

は
そ
の
校こ

う

長
ち
ょ
う

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

た
ち
は
厚こ

う

遇ぐ
う

さ
れ
、
悪わ

る

い

の
は
日に

本ほ
ん

の
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

で
あ
っ
て
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

両り
ょ
う

国こ
く

の
人じ

ん

民み
ん

が

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
彼か

れ

ら
を
打だ

倒と
う

し
、
日に

本ほ
ん

の
兵へ

い

士し

や
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

、
農の

う

民み
ん

を
解か

い

放ほ
う

す
べ
き
だ
、
と
い
う
洗せ

ん

脳の
う

が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
方ほ

う

法ほ
う

は
情じ

ょ
う
に
も
ろ
い
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

に
大お

お

き
な
効こ

う

果か

を

上あ

げ
た
。
１
９
４
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
）
年ね

ん

に
延え

ん

安あ
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
ア

メ
リ
カ
軍ぐ

ん

事じ

使し

節せ
つ

団だ
ん

は
、
こ
れ
に
驚お

ど
ろ
き
、
こ
こ
か
ら
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
ア
メ
リ
カ
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
実じ

っ

施し

さ
れ
る
「
ウ
ォ
ー
・
ギ

ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
戦せ

ん

争そ
う

に
つ
い

て
の
罪ざ

い

悪あ
く

感か
ん

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろ
に
植う

え
付つ

け
る
た
め
の
宣せ

ん

伝で
ん

計け
い

画か
く

）
に
発は

っ

展て
ん

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
使し

節せ
つ

団だ
ん

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
お

り
、野の

坂さ
か

を
「
明め

い

晰せ
き

な
思し

想そ
う

家か

で
か
つ
指し

導ど
う

者し
ゃ

た
る
器う

つ
わで
あ
る
」

と
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。
野の

坂さ
か

は
ソ
連れ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ア
メ
リ
カ
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
か
ら
見み

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
起お

こ
す

た
め
の
エ
ー
ス
的て

き

な
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
期き

待た
い

の
エ
ー
ス

が
い
よ
い
よ
日に

本ほ
ん

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

行ぎ
ょ
う

政せ
い

を
行

お
こ
な
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

）
は
、

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
巣そ

う

窟く
つ

だ
っ
た
。
当と

う

時じ

は
大だ

い

恐き
ょ
う

慌こ
う

の
後あ

と

で
、
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
失し

っ

敗ぱ
い

が
誰だ

れ

の
目め

に
も
明あ

き

ら
か
と
な
り
、
人じ

ん

類る
い

の
未み

来ら
い

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

に
あ
る
、
と
信し

ん

ず
る
イ
ン
テ
リ
が
多お

お

か
っ
た
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

の
伝で

ん

統と
う

か
ら
、
独ど

く

裁さ
い

的て
き

な
帝て

い

政せ
い

を
倒た

お

し
て
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

権け
ん

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
た
ソ
連れ

ん

に
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
持も

つ
人ひ

と

々び
と

が
少す

く

な
く
な
か
っ
た
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

が
大だ

い

恐き
ょ
う

慌こ
う

克こ
く

復ふ
く

の
た
め
に
始は

じ

め
た

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政せ

い

策さ
く

は
公こ

う

共き
ょ
う

投と
う

資し

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
性せ

い

格か
く

が
強つ

よ

い
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
小ち

い

さ
な
政せ

い

府ふ

だ
っ
た

連れ
ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

を
急

き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

し
た
た
め
、
多お

お

く
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
政せ

い

府ふ

に
入は

い

り
込こ

ん
だ
。

　
ソ
連れ

ん

が
世せ

界か
い

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
狙ね

ら
っ
て
、
各か

く

地ち

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ

ン
パ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
造つ

く

り
、
彼か

れ

ら
が
各か

っ

国こ
く

の
政せ

い

権け
ん

の
中

ち
ゅ
う

枢す
う

に
入は

い

っ
て
、
ソ
連れ

ん

の
工こ

う

作さ
く

員い
ん

と
し
て
働は

た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
自し

然ぜ
ん

の
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
ろ
う
。

　

日に

本ほ
ん

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

と
の
戦た

た
かい
を
煽あ

お

っ
て
、「
祖そ

国こ
く

」
ソ
連れ

ん

を
守ま

も

ろ
う
と
し
た
尾お

崎ざ
き

秀ほ
つ

実み

は
そ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
［
Ａ
］。
同ど

う

様よ
う

に

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

内な
い

に
も
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
入は

い

り
込こ

ん
で
、
ア
メ
リ
カ
を
ド
イ
ツ
や
日に

本ほ
ん

と
戦た

た
かわ
せ
よ
う

と
し
た
［
Ｂ
］。
こ
う
し
た
工こ

う

作さ
く

員い
ん

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ
が
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を

起お

こ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
打う

ち
出だ

し
た
占せ

ん

領り
ょ
う

政せ
い

策さ
く

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

が
と
る
政せ

い

策さ
く

と
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
同お

な

じ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
報ほ

う

道ど
う

や
言げ

ん

論ろ
ん

、
思し

想そ
う

の
自じ

由ゆ
う

の
抑よ

く

圧あ
つ

で
あ
る
。
報ほ

う

道ど
う

や
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
私し

信し
ん

の
検け

ん

閲え
つ

な
ど
、
総そ

う

勢ぜ
い

６
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
陣じ

ん

容よ
う

で
、
戦せ

ん

時じ

中
ち
ゅ
う

よ
り
は
る
か
に
厳げ

ん

格か
く

な
検け

ん

閲え
つ

が
な
さ
れ
た
［
Ｃ
］。
そ
の
上う

え

で
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
罪ざ

い

悪あ
く

感か
ん

を
植う

え
付つ

け
る
洗せ

ん

脳の
う

工こ
う

作さ
く

「
ウ
ォ
ー
・
ギ

ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
進す

す

め
ら
れ
た
。

　
つ
い
で
反は

ん

対た
い

勢せ
い

力り
ょ
くの
弾だ

ん

圧あ
つ

と
し
て
は
、
国こ

く

内な
い

法ほ
う

に
も
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

に
も
な
い
「
侵し

ん

略り
ゃ
くの
罪つ

み

」
や
「
人じ

ん

道ど
う

の
罪つ

み

」
に
よ
る
東と

う

條じ
ょ
う

英ひ
で

機き

元も
と

首し
ゅ

相し
ょ
うら
３
９
人に

ん

の
逮た

い

捕ほ

。
さ
ら
に
は
「
公こ

う

職し
ょ
く

追つ
い

放ほ
う

」
と

い
う
名な

の
粛

し
ゅ
く

正せ
い

で
、
２
１
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
追つ

い

放ほ
う

。
大だ

い

学が
く

や
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

な
ど
で
多お

お

く
の
ポ
ス
ト
が
空あ

き
、
そ
れ
を
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ

や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
媚こ

び
を
う
る
輩や

か
らが
埋う

め
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を
支し

援え
ん

し
た
の
が

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

に
赴ふ

任に
ん

し
た
カ
ナ

ダ
人じ

ん

牧ぼ
く

師し

の
息む

す

子こ

と
し
て
、
１
７
歳さ

い

ま
で
日に

本ほ
ん

で
育そ

だ
っ
た
。
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大だ

い

学が
く

在ざ
い

学が
く

中ち
ゅ
うに
は
イ
ギ
リ
ス
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
入は

い

り
、
そ

の
後ご

、
カ
ナ
ダ
の
外が

い

交こ
う

官か
ん

と
な
り
、「
日に

本ほ
ん

は
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
中

ち
ゅ
う

核か
く

と
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
国こ

っ

家か

で
あ
る
」
と
の
博は

く

士し

論ろ
ん

文ぶ
ん

を
書か

い
て

有ゆ
う

名め
い

に
な
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
た
。

　

そ
の
ノ
ー
マ
ン
が
起き

草そ
う

し
た
「
人じ

ん

権け
ん

指し

令れ
い

」
が
１
０
月が

つ

４

日か

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

な
ど
思し

想そ
う

犯は
ん

を
取と

り
締し

ま

る
法ほ

う

律り
つ

を
す
べ
て
廃は

い

止し

し
、
そ
れ
に
よ
る
拘こ

う

留り
ゅ
う

者し
ゃ

を
１
０
月が

つ

１
０
日か

ま
で
に
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

す
る
よ
う
に
命め

い

じ
た
。
同ど

う

時じ

に
１
０
月が

つ

５
日か

に
は
特と

く

別べ
つ

高こ
う

等と
う

警け
い

察さ
つ

（
特と

っ

高こ
う

）
の
警け

い

察さ
つ

官か
ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
罷ひ

免め
ん

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
覚お

ぼ

え
書が

き
も
発は

っ

し
た
。

　

特と
っ

高こ
う

、
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

な
ど
は
、
日に

本ほ
ん

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
戦た

た
か
う

た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
全ぜ

ん

廃ぱ
い

し
、
な
お
か
つ
、

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

を
野の

に
放は

な

っ
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
火ひ

を
つ
け
よ
う

と
い
う
魂こ

ん

胆た
ん

で
あ
っ
た
。

　

府ふ

中ち
ゅ
う

刑け
い

務む

所し
ょ

か
ら
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

、
徳と

く

田だ

球き
ゅ
う

一い
ち
、
志し

賀が

義よ
し

雄お

ら
は
、
そ
の
日ひ

の
う
ち
に
声せ

い

明め
い

を
出だ

し

て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
謝し

ゃ

意い

を
表あ

ら
わし
、そ
の
平へ

い

和わ

政せ
い

策さ
く

を
支し

持じ

す
る
が
、

「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

」
を
打だ

倒と
う

す
る
こ
と
な
し
に
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

に

謳う
た

わ
れ
た
「
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

」
も
、飢き

餓が

の
克こ

く

復ふ
く

も
で
き
な
い
、

と
訴う

っ
た
え
た
。

　
こ
う
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
下し

た

地じ

作づ
く

り
が
進す

す

ん

だ
と
こ
ろ
に
、
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

が
帰き

国こ
く

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃こ

ろ

の
国こ

く

内な
い

は
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

事じ

情じ
ょ
うが
悪あ

っ

化か

し
て
い
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は

　
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

事じ

情じ
ょ
うの
悪あ

っ

化か

は
、
こ
の
ま
ま
推す

い

移い

す
れ
ば
多た

数す
う

の
餓が

死し

者し
ゃ

を
出だ

す
よ
う
に
な
る
と
い
う
が
、
戦せ

ん

争そ
う

に
塗と

炭た
ん

の
苦く

る

し
み

を
し
た
国こ

く

民み
ん

に
、
こ
の
う
え
さ
ら
に
多た

数す
う

の
餓が

死し

者し
ゃ

を
出だ

す

よ
う
な
こ
と
は
ど
う
し
て
も
自じ

分ぶ
ん

に
は
た
え
が
た
い
こ
と
で
あ

る
。［
１
，　
４
２
５
３
］

　

と
、
心し

ん

配ぱ
い

さ
れ
、
皇こ

う

室し
つ

御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
目も

く

録ろ
く

を
作つ

く

ら
せ
て
、
こ
れ

を
代だ

い

償し
ょ
うに
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

供き
ょ
う

給き
ゅ
うを
求も

と

め
ら
れ
た
。マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
感か

ん

動ど
う

し
て
、「
皇こ

う

室し
つ

の
御ぎ

ょ

物ぶ
つ

を
と
り
あ
げ
る
事こ

と

な

ど
面め

ん

目ぼ
く

に
か
け
て
も
で
き
な
い
が
、
国こ

く

民み
ん

の
こ
と
を
思お

も

う
天て

ん

皇の
う

の
心

こ
こ
ろ

持も

ち
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
了

り
ょ
う

解か
い

さ
れ
る
」
と
し
て
、「
か
な
ら
ず
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
本ほ

ん

国ご
く

か
ら
移い

入に
ゅ
うす
る
方ほ

う

法ほ
う

を
講こ

う

ず
る
か
ら
、
安あ

ん

心し
ん

さ
れ

た
い
」
と
答こ

た

え
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
と
っ
て
は
、
国こ

く

民み
ん

が
苦く

る

し
む
時と

き

こ
そ
混こ

ん

乱ら
ん

に
乗じ

ょ
う
じ
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
火ひ

を
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

と
、
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

さ
れ
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

た
ち
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１

（
１
９
４
６
）
年ね

ん

４
月が

つ

７
日か

、
日ひ

比び

谷や

公こ
う

園え
ん

で
「
幣し

で

原は
ら

反は
ん

動ど
う

内な
い

閣か
く

打だ

倒と
う

人じ
ん

民み
ん

大た
い

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

し
て
７
万ま

ん

人に
ん

を
集あ

つ

め
た
。

　

翌よ
く

５
月が

つ

１
９
日に

ち

に
は
、
２
５
万ま

ん

人に
ん

も
集あ

つ

め
て
「
米べ

い

飯は
ん

獲か
く

得と
く

人じ
ん

民み
ん

大た
い

会か
い

（
食

し
ょ
く

料り
ょ
うメ
ー
デ
ー
）」
を
皇こ

う

居き
ょ

前ま
え

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
こ

の
時と

き

、「
朕ち

ん

は
タ
ラ
フ
ク
食く

っ
て
い
る
ぞ　

ナ
ン
ジ
人じ

ん

民み
ん

飢う

え
て

死し

ね
」
な
ど
と
書か

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
デ
モ
隊た

い

は
掲か

か

げ
、
暴ぼ

う

徒と

の
一い

ち

部ぶ

が
坂さ

か

下し
た

門も
ん

を
突と

っ

破ぱ

し
て
皇こ

う

居き
ょ

に
乱ら

ん

入に
ゅ
うし
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

、
警け

い

視し

庁ち
ょ
うが
行

お
こ
な
っ
た
調

ち
ょ
う

査さ

で
は
、
大た

い

半は
ん

の
世せ

帯た
い

が
米べ

い

飯は
ん

を
一い

ち

日に
ち

に
一い

っ

回か
い

小こ

盛も

り
で
食た

べ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
あ
と
は

雑ぞ
う

炊す
い

や
い
も
な
ど
の
代だ

い

用よ
う

食し
ょ
くで
つ
な
い
で
お
り
、
一い

ち

日に
ち

に
米こ

め

一ひ
と

粒つ
ぶ

も
食た

べ
ら
れ
な
い
世せ

帯た
い

も
決け

っ

し
て
少す

く

な
く
な
か
っ
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
御ご

要よ
う

望ぼ
う

に
答こ

た

え
よ
う
と
、
ワ

シ
ン
ト
ン
に
対た

い

し
て
２
１
４
万ま

ん

ト
ン
の
対た

い

日に
ち

食し
ょ
く

糧り
ょ
う

輸ゆ

出
し
ゅ
つ

を
要よ

う

請せ
い

し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
本ほ

ん

国ご
く

は
、
そ
の
要よ

う

請せ
い

を

１
９
４
６
年ね

ん

２
月が

つ

に
却

き
ゃ
っ

下か

し
て
い
る
。

　
３
月が

つ

か
ら
小こ

麦む
ぎ

・
雑ざ

っ

穀こ
く

の
輸ゆ

入に
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
た
も
の
の
、
ソ
連れ

ん

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日

にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫

まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。

（ニッケイ新
しん

聞
ぶん

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

）

２
．
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
エ
ー
ス

（３） ２０１８年第５１２５号 	１１月	１７日	（土曜日）

野
の

坂
さか

参
さん

三
ぞう

も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

か
ら
は
「
日に

本ほ
ん

は
い

か
な
る
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

ま
た
は
解か

い

放ほ
う

諸し
ょ

国こ
く

よ
り
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

補ほ

給き
ゅ
うの
優ゆ

う

先せ
ん

的て
き

取と
り

扱あ
つ
かひ
を
受う

け
ざ
る
」
よ
う
掣せ

い

肘ち
ゅ
うを
受う

け
た
。
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

に

苦く
る

し
む
国こ

く

民み
ん

が
増ふ

え
る
ほ
ど
、
反は

ん

政せ
い

府ふ

・
反は

ん

米べ
い

の
ム
ー
ド
が

盛も

り
上あ

げ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

食
し
ょ
く

料り
ょ
う・
経け

い

済ざ
い

危き

機き

を
背は

い

景け
い

に
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

を
盛も

り
上あ

げ
て
い
っ
た
。
特と

く

に
８
月が

つ

、
９
月が

つ

は
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

へ
の
参さ

ん

加か

が
６
０
万ま

ん

人に
ん

規き

模ぼ

に
達た

っ

し
た
。
激は

げ

し
い
イ
ン
フ
レ
に
対た

い

応お
う

す
る

た
め
の
賃ち

ん

上あ

げ
要よ

う

求き
ゅ
うな
ど
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ
た
が
、
や
が
て
運う

ん

動ど
う

は

急き
ゅ
う

速そ
く

に
政せ

い

治じ

化か

し
、
１
２
月が

つ

１
７
日に

ち

に
は
「
吉よ

し

田だ

内な
い

閣か
く

打だ

倒と
う

国こ
く

民み
ん

大た
い

会か
い

」
が
「
人じ

ん

民み
ん

広ひ
ろ

場ば

」
と
呼よ

ば
れ
た
皇こ

う

居き
ょ

前ま
え

広ひ
ろ

場ば

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
５
０
万ま

ん

人に
ん

が
集

し
ゅ
う

結け
つ

し
た
。

　

労ろ
う

働ど
う

組く
み

合あ
い

の
組そ

織し
き

化か

も
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

み
、
官か

ん

公こ
う

庁ち
ょ
う、
民み

ん

間か
ん

含ふ
く

め
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
６
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
膨ふ

く

れ
あ
が
っ
た
。

　

吉よ
し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
昭

し
ょ
う

和わ

２
２
（
１
９
４
７
）
年ね

ん

１
月が

つ

１
日た

ち

の
年ね

ん

頭と
う

の
辞じ

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
動う

ご

き
へ
の
危き

機き

感か
ん

を
訴う

っ
た
え
た
。

　
昨さ

く

年ね
ん

以い

来ら
い

労ろ
う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
、
生せ

い

産さ
ん

減げ
ん

退た
い

、
イ
ン
フ
レ
お
よ
び
生せ

い

活か
つ

不ふ

安あ
ん

が
激げ

き

化か

し
、
い
わ
ゆ
る

経け
い

済ざ
い

危き

機き

を
助じ

ょ

成せ
い

せ
し
め
つ
つ
あ
る
現げ

ん

状じ
ょ
うで
あ
り
ま
す
。
…

　
い
わ
ゆ
る
労ろ

う

働ど
う

攻こ
う

勢せ
い

、
波は

状じ
ょ
う

攻こ
う

撃げ
き

な
ど
と
称し

ょ
うし
て
市し

内な
い

に

日ひ

日び

デ
モ
を
行お

こ
ない
、
人じ

ん

心し
ん

を
刺し

激げ
き

し
、
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

を
激げ

き

化か

せ

し
め
て
、
あ
え
て
顧か

え
りみ
ざ
る
も
の
あ
る
は
私わ

た
しの
ま
こ
と
に
意い

外が
い

と
し
て
、
ま
た
心し

ん

外が
い

に
た
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。［
１
，　

５
８
１
２
］

　
こ
の
後あ

と

、
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
し
か
れ
ど
も
私わ

た
し
は
、
か
か
る
不ふ

逞て
い

の
や
か
ら
が
、
わ
が
国こ

く

民み
ん

中ち
ゅ
うに
多た

数す
う

あ
る
と
は
信し

ん

じ
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
語か

た

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
「
不ふ

逞て
い

の
や
か
ら
」
発は

つ

言げ
ん

を

批ひ

判は
ん

し
て
、
組く

み

合あ
い

側が
わ

は
２
月が

つ

１
日た

ち

の
ゼ
ネ
ス
ト
実じ

っ

施し

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
ゼ
ネ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は

多た

数す
う

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うに
ま
た
が
る
諸し

ょ

組く
み

合あ
い

が
一い

っ

斉せ
い

に
ス
ト
を
し
て
、
経け

い

済ざ
い

を
麻ま

痺ひ

さ
せ
る
戦せ

ん

術じ
ゅ
つで
あ
る
。

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
「
民み

ん

族ぞ
く

の
独ど

く

立り
つ

と
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

を
妨さ

ま
た
げ
る
吉よ

し

田だ

内な
い

閣か
く

を
倒た

お

し
、
民み

ん

主し
ゅ

人じ
ん

民み
ん

政せ
い

府ふ

の
樹じ

ゅ

立り
つ

さ
れ
る
ま
で
断だ

ん

乎こ

と
し

て
戦た

た
か
う
」
と
、
革か

く

命め
い

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
野の

坂さ
か

は
東と

う

京き
ょ
うの
ソ
連れ

ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

部ぶ

の
参さ

ん

事じ

官か
ん

に
対た

い

し
て
、
定て

い

期き

的て
き

に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
活か

つ

動ど
う

を
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
た
。
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
ソ
連れ

ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うな
ど
は
、
当と

う

時じ

の

労ろ
う

働ど
う

不ふ

安あ
ん

、
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

は
、
む
し
ろ
歓か

ん

迎げ
い

し
て
い
て
」
と
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
予よ

定て
い

日び

２
月が

つ

１
日た

ち

の
前ぜ

ん

日じ
つ

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
禁き

ん

止し

命め
い

令れ
い

を
出だ

し
た
。「
余よ

は
現げ

ん

下か

の
困こ

ん

窮き
ゅ
うか
つ
衰す

い

弱じ
ゃ
くせ
る
日に

本ほ
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
お
い
て
、
か
く
の
如ご

と

き
致ち

命め
い

的て
き

な
社し

ゃ

会か
い

的て
き

武ぶ

器き

を

行こ
う

使し

す
る
こ
と
を
許き

ょ

容よ
う

し
な
い
」
と
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
許ゆ

る

さ
な

い
姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。

　
こ
の
背は

い

景け
い

に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内な

い

部ぶ

で
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
支し

援え
ん

す

る
動う

ご

き
に
立た

ち
上あ

が
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

が
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参さ

ん

謀ぼ
う

第だ
い

２
本ほ

ん

部ぶ

の
部ぶ

長ち
ょ
うチ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

で
あ
る
。
ウ
ィ
ロ

ビ
ー
は
あ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
ら
示し

唆さ

を
受う

け
て
、
ソ
連れ

ん

と
ア
メ
リ
カ

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
関か

ん

係け
い

を
知し

り
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内な

い

で
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ
の
追お

い
出だ

し
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自じ

身し
ん

も
、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

は
求も

と

め
て
い
た
が
、

共き
ょ
う

産さ
ん

化か

は
欲ほ

っ

し
て
い
な
か
っ
た
。
ゼ
ネ
ス
ト
の
動う

ご

き
を
見み

て
い

て
、
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

放ほ
う

任に
ん

す
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
秩ち

つ

序じ
ょ

を
紊み

だ

し
、
治ち

安あ
ん

の
上う

え

か
ら
も
危き

険け
ん

で
あ
る
と
誰だ

れ

で
も
が
認み

と

め
ざ
る
を
得え

な
い
段だ

ん

階か
い

に
至い

た

る
の
を
待ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
果は

た
し
て
、
ゼ
ネ
ス

ト
中

ち
ゅ
う

止し

命め
い

令れ
い

に
対た

い

し
て
、ソ
連れ

ん

か
ら
抗こ

う

議ぎ

が
来き

た
が
、マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
一い

っ

蹴し
ゅ
うし
た
。

　
こ
う
し
て
間か

ん

一い
っ

髪ぱ
つ

の
処と

こ
ろで
、
ゼ
ネ
ス
ト
は
回か

い

避ひ

さ
れ
た
。
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
言い

う
。「
も
し
も
あ
の
時と

き

、
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

の
断だ

ん

が
下く

だ

ら

ず
、
二に

・
一い

ち
ス
ト
が
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
後ご

の

日に

本ほ
ん

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
」

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

が
不ふ

発は
つ

に
終お

わ
っ
た
の
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
に
皇こ

う

室し
つ

御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
目も

く

録ろ
く

ま
で
添そ

え
て
頼た

の

ま
れ
た
食

し
ょ
く

料
り
ょ
う

輸ゆ

入に
ゅ
うが
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）
年ね

ん

６
月が

つ

頃ご
ろ

か
ら
本ほ

ん

格か
く

化か

し
始は

じ

め
た
事こ

と

も
寄き

与よ

し
た
。
た
と
え
ば
東と

う

京き
ょ
う

都と

民み
ん

が
配は

い

給き
ゅ
うを

受う

け
た
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの
う
ち
、
８
月が

つ

、
９
月が

つ

は
輸ゆ

入に
ゅ
う

分ぶ
ん

が
９
０
％
以い

上じ
ょ
うと
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
国こ

く

民み
ん

を
餓が

死し

か
ら
救す

く
っ
た
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
覚か

く

醒せ
い

さ
せ
た
の
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の

全ぜ
ん

国こ
く

御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

だ
っ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
「
こ
の
際さ

い

、
全ぜ

ん

国こ
く

を
隈く

ま

江え

崎ざ
き

道み
ち

朗お

『
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
う

と
「
敗は

い

戦せ
ん

革か
く

命め
い

」の
危き

機き

』か
ら

４
．
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
容よ

う

共き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

７
．「
も
し
ゼ
ネ
ス
ト
が

         

実じ
っ

行こ
う

さ
れ
て
い
た
ら
…
」

５
．「
朕ち

ん

は
タ
ラ
フ
ク
食く

っ
て
い
る
ぞ

         

ナ
ン
ジ
人じ

ん

民み
ん

飢う

え
て
死し

ね
」

３
．
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
と
も
に
や
っ
て
き
た

        

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ

Ｃ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
９
８
）　

忘わ
す

れ
さ
せ
ら
れ
た
事こ

と　

戦せ
ん

後ご

、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
日に

本ほ
ん

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

の
言げ

ん

論ろ
ん

検け
ん

閲え
つ

が

行お
こ
なわ
れ
た
。

Ｄ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら

な
い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
江え

崎ざ
き

道み
ち

朗お

『
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
うと「
敗は

い

戦せ
ん

革か
く

命め
い

」の
危き

機き

』、

Ｈ
３
０
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新し

ん

書し
ょ

し
め
て
、
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

か
ら
革か

く

命め
い

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、「
国こ

く

民み
ん

を
慰な

ぐ
さ
め
、
励は

げ

ま
し
、
ま
た
復ふ

っ

興こ
う

の
た

め
に
立た

ち
あ
が
ら
せ
る
為た

め

の
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た
へ
る
」
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
大お

お

御み

心こ
こ
ろが
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
機き

運う
ん

を
し
ぼ
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
２
６
３
）　

尾お

崎ざ
き

秀ほ
つ

實み

～
日に

っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

を
妨

さ
ま
た

げ
た
ソ
連れ

ん

の
魔ま

手し
ゅ　

日に

本ほ
ん

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

が
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

で
共と

も

倒だ
お

れ
に
な
れ
ば
、
ソ
・
中ち

ゅ
う
・
日ひ

の
「
赤あ

か

い
東と

う

亜あ

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

」
が

実じ
つ

現げ
ん

す
る
！

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
２
９
）　
ス
タ
ー
リ
ン
が
仕し

組く

ん
だ
日に

ち

米べ
い

戦せ
ん

争そ
う　

米べ
い

政せ
い

府ふ

内な
い

に
潜せ

ん

伏ぷ
く

し
た
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
ソ
連れ

ん

ス
パ

イ
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

を
操

あ
や
つ
っ
て
、日に

ち

米べ
い

開か
い

戦せ
ん

を
仕し

組く

ん
だ
。

１
．
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

の
凱が

い

旋せ
ん

帰き

国こ
く

６
．
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

、

　
　
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
…

８
．
国こ

く

民み
ん

を
覚か

く

醒せ
い

さ
せ
た

         　
　
　

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

な
く
歩あ

る

い
て
、
国こ

く

民み
ん

を
慰な

ぐ
さ
め
、
励は

げ

ま
し
、

ま
た
復ふ

っ

興こ
う

の
た
め
に
立た

ち
あ
が
ら
せ
る
為た

め

の
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た

へ
る
こ
と
が
自じ

分ぶ
ん

の
責せ

き

任に
ん

と

思お
も

ふ
」
と
の
御ご

決け
つ

意い

の
も
と
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１

（
１
９
４
６
）
年ね

ん

２
月が

つ

か
ら
、
沖お

き

縄な
わ

を
除の

ぞ

く
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
８
年ね

ん

半は
ん

か
け
て
回ま

わ

ら
れ

た
。

　

御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

に
つ
い
て
は
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
知し

ら
な
い　

世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
日に

本ほ
ん

』

［
Ｄ
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
敗は

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

で
は

宿し
ゅ
く

舎し
ゃ

も
ま
ま
な
ら
ず
、
列れ

っ

車し
ゃ

の
中な

か

や
学が

っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

室し
つ

に
泊と

ま
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
戦せ

ん

災さ
い

の
国こ

く

民み
ん

の
こ
と
を
考か

ん
がへ
れ
ば
な
ん
で

も
な
い
。
十と

う

日か

間か
ん

く
ら
ゐ
風ふ

呂ろ

に
入は

い

ら
な

く
と
も
か
ま
は
ぬ
」
と
言い

わ
れ
た
。

　

常
じ
ょ
う

磐ば
ん

炭た
ん

坑こ
う

で
は
、
地ち

下か

４
５
０
メ
ー
ト

ル
の
坑こ

う

内な
い

を
歩あ

る

か
れ
、
４
０
度ど

の
暑あ

つ

さ
の

中な
か

を
背せ

広び
ろ

、
ネ
ク
タ
イ
姿す

が
たで
、
上

じ
ょ
う

半は
ん

身し
ん

裸
は
だ
か

の
鉱こ

う

夫ふ

た
ち
を
激げ

き

励れ
い

さ
れ
た
。
深ふ

か

い
坑こ

う

内な
い

で
万ば

ん

歳ざ
い

の
声こ

え

が
轟と

ど
ろい
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
訪

お
と
ず

れ
ら
れ
る
先さ

き

々ざ
き

で
、
国こ

く

民み
ん

は
勇ゆ

う

気き

づ
け
ら

れ
、
生せ

い

産さ
ん

高だ
か

は
飛ひ

躍や
く

的て
き

に
上あ

が
っ
た
。

　
ソ
連れ

ん

抑よ
く

留り
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
洗せ

ん

脳の
う

さ
れ
、
革か

く

命め
い

の
尖せ

ん

兵ぺ
い

と
し
て
帰き

国こ
く

し
た
が
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
国こ

く

民み
ん

の
心こ

こ
ろの
通か

よ

い
合あ

い
を
見み

て
、
涙な

み
だな
が
ら
に

「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ
ま
と
一い

っ

緒し
ょ

に
私わ

た
し
も
頑が

ん

張ば

り

ま
す
」
と
語か

た
っ
た
引ひ

き
揚あ

げ
者し

ゃ

も
い
た
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
で
国こ

く

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

を
さ
ら
に
苦く

る



EXPOSIÇÃO
RYUKYU BINGATA – 
Cores e Formas das 
Artes Têxteis de Oki-
nawa 
Onde: Biblioteca da Funda-
ção Japão (Av. Paulista 52, 3º 
andar, Bela Vista) 
De 10/11 a 15/12/2018
Horário: Terça a Sexta 10h30 
às 19h30 e Sábado: 9h às 17h 
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3141-0110 
ou biblioteca@fjsp.org.br 

XII EXPOSIÇÃO DE 
OSHIBANA - “O MUN-
DO ANIMAL”
Onde: Salão Nobre da Igre-
ja Nossa Senhora do Líbano 
(Rua Tamandaré 355, Liber-
dade)
De 16/11 a 25/11/2018
Horário: 10h às 19h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3207-0811 e 
WhatsApp: 11/97565-0885 

ANREALAGE – A LI-
GHT UN LIGHT
Onde: Japan House São Pau-
lo (Avenida Paulista 52, Piso 
Térreo, Bela Vista)
De 06/11 a 06/01/2019
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e fe-
riados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japanhou-
se.jp/saopaulo

NONOTAK - 次元 DI-
MENSÃO
Arquiteto e Músico Japonês 
Takami Nakamoto e a Ilustra-
dora Noemi Schipfer
Curadoria: The Force
Onde: Japan House São Pau-
lo (Avenida Paulista 52, Piso 
Térreo, Bela Vista)
De 02/10 a 06/01/2019
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e fe-
riados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japanhou-
se.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE
VARIAÇÃO E AUTO-
NOMIA – AS GRAVU-
RAS DE ARTISTAS 
JAPONESES CON-
TEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita em 
Todos os Estados
Recife
Onde: Torre Malakoff (Praça 
Artur Oscar, S/N, Recife An-
tigo)
De 01/11 a 25/11/2018

INSTALAÇÃO “RACE 
CARDS” DE SELINA 
THOMPSON NO INS-
TITUTO TOMIE OH-
TAKE
Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
De 10/11 a 20/11/2018 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Dia 10/11 às 11h a Artista 
Priscila Rezende apresentará o 
processo de adequação da obra 
e conversa com o público.
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

ARTE ATUAL – PRO-
JETO CAVALO: QUA-
DRIVIUM 8 PATAS
Adriano Motta, Cadu, Eduar-
do Berliner, Paulo Vivacqua
Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
De 11/10 a 20/11/2018 
Horário: Dia 30/06 (11h às 
15h) e 3ª a domingo das 11h 
às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês (Par-
que do Ibirapuera – portão 10 
- próx. ao Planetário e ao Mu-
seu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sába-
do, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e das 
13h às 17h 

CINEMA

BUNKYO CINEMA
Data: Primeira quarta-
feira útil do mês, às 13h 
(05/12/2018)
Onde: Pequeno Auditório do 
Bunkyo (Rua São Joaquim 
381, Liberdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos (ingres-
sos serão distribuídos 30 mi-
nutos antes de cada sessão, 
respeitando a ordem de che-
gada)
Informações: 11/3208-1755 e 
www.bunkyo.org.br

EVENTO 

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: NIKKEY CULTURAL 
II (Rua BARAO DE IGUAPE 
135 2 ANDAR)
Dias TERÇA E QUINTA
Horário: 8h às 17h (Serve Al-
moço)
Informações:  11/99857-3845 
com Iritsu

RECITAL DE BIWA 
COM AKIKO SAKURAI
Onde: Pavilhão Japonês – 
Parque do Ibirapuera (Av. Pe-
dro Álvares Cabral, s/n, Por-
tão 3 e 10)
Dia 15/11/2018
Horário: 11h
Ingresso: R$10,00 (inteira) e 
R$5,00 (meia) – Taxa de ma-
nutenção para ingresso no Pa-
vilhão Japonês
Informações: 11/5081-7296 e 
11/3208-1755

RECITAL DE 
SHAKUHACHI TRADI-
ÇÃO E MODERNIDA-
DE
Convidado: Shen Kyomei Ri-
beiro
Onde: Espaço Cachuera! (Rua 
Monte Alegre 1094, Perdizes)
Dia 17/11/2018 (sábado)
Horário: 20h30
Ingressos: R$40,00 (inteira) e 
R$20,00 (meia)
Informações: 11/3875-5563

NOITE DOS DRA-
GÕES 
Karaokê a Vontade e Noite do 
Hamburguer
Onde: Assoc Desportiva de 
São Miguel Paulista (Praça 

São João de Cortês 08, São 
Miguel Pta, São Paulo)
Dia 17/11/2018
Horário: 18h às 22h

12º ENCONTRO DE 
CORAIS DA SEICHO-
NO-IE
Onde: Seicho-No-Ie do Bra-
sil – Salão Nobre (Av Eng 
Armando de Arruda Pereira 
1266, Jabaquara)
Dia 17/11/2018
Horário: 14h às 19h
Informações: 11/5014-2222

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade cujo 
objetivo é de proporcionar 
um ambiente familiar onde os 
freqüentadores cantam suas 
músicas preferidas e dançam 
ritmos como o chá chá chá , 
rumba, forro , samba e coun-
try. Todos os domingos Baile 
com Música ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Brasil 
(Av Dr Antonio Maria Laert 
275, 100m do Metro Tucuru-
vi) 
Dias 17 e 18/11/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com música 
ao vivo.
Informações: 11/99857-3845 
com Iritsu 

FEIRA RAIZES DA 
MANTIQUEIRA DE 
PRIMAVERA – STO 
ANTONIO DO PINHAL/
SP
Onde: Kaizen Espaço Saúde 
(Av Gov Carvalho Pinto 810, 
Centro, Santo Antonio do Pi-
nhal/SP)
Dia 18/11/2018
Horário: 10h às 20h
Informações: 12/3666-2110

ECOMÚSICA BRASIL-
JAPÃO
Onde: Auditório Ibirapuera 
– Oscar Niemeyer (Av Pedro 
Alvares Cabral S/N)
Dia 18/11/2018
Horário: 19h
Ingressos: R$30,00 e R$15,00 
meia – www.ingressorapido.
com.br 

BON ODORI SAMPA 
– A FESTA DAS DÁDI-
VAS DA NATUREZA
Onde: Colégio Santa Amália 
Saúde (Rua Fiação da Saúde 
480, Saúde)
Dia 20/11/2018
Horário: 10h às 19h
Ingressos: R$15,00
Informações: 11/5585-0114

BAILE ALLEGRO
Animação: Dorinei Musical 
Show e a Presença de Vários 
Personal Dancers
Onde: Salão Social Do Miya-
gui Kenjin (Rua Fagundes 
152, Liberdade)
Dia 24/11/2018
Horário: 17h às 22h
Jantar: Buffet Elisa Culinaria 
Oriental - Por Kilo
Reservas Com Beth: 11/3209-
2609 e 11/99904-2237

EMPÓRIO DA CERÂ-
MICA – CCBRas
Ofi cinas, Demonstrações, Ba-
te-Papo e Vendas
Onde: Bunkyo – Soc Bras de 

Cult Jap e Ass Social (Rua 
São Joaquim 381, Liberdade)
Dias 24 e 25/11/2018
Horário: 10h às 18h
Informações: 11/3208-1755 e 
www.bunkyo.org.br

II FESTIVAL & VII EN-
CONTRO NIPO-BRA-
SILEIRO  - S C DO 
SUL/SP
Exposições, Apresentações 
Artisticas, Atividades Físicas 
e Comidas Típicas.
Onde: Espaço Verde Chico 
Mendes (Av Fernando Si-
monsen 566, Cerâmica, São 
Caetano do Sul/SP)
Dias 24 e 25/11/2018
Horário: sábado das 10h às 
21h e domingo das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita

VIRADA NERD 2018
Onde: MIS – Museu da Ima-
gem e do Som (Avenida Eu-
ropa 158, Jd. Europa)
Dias 24 e 25/11/2018
Informações: www.
f a c e b o o k . c o m /
events/390761554793033

43º BAZAR BENEFI-
CENTE MIZUHO – S B 
DO CAMPO/SP
Onde: Assoc Cultural Mizuho 
(Praça Tokuyama 02, Estr da 
Cooperativa, altura do nº750, 
Bairro Cooperativa, S.B.do 
Campo/SP)
Dia 25/11/2018
Horário: 9h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

BAZAR DE NATAL E 
EXPOSIÇÃO PEDA-
GÓGICA
Onde: Escola Waldorf 
Guayi (Rua Santa Rita, 
Iatuba, Embu das Ar-
tes/SP)
Dia 25/11/2018
Horário: 11h às 17h

CURSO 

CURSO HISTÓRIA DO 
JAPÃO – 2018
Dia 01/12/2018 – História do 
Japão 9 – Era Heisei até hoje.
Onde: Associação Cultural 
Mie Kenjin do Brasil (Av. 
Lins de Vasconcelos 3352, 
Vila Mariana)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00+R$3,50(-
taxa do Sympla) por aula. 
Inscrições e pagamentos até 
03dias antes da data do curso, 
na secretaria da Associação 
Mie ou pelo site culturajapo-
nesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

CURSOS DA NIKKEY 
CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 
95, 4andar, Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas 
(japones, inglês e espanhol), 
teclado, informatica para a 3ª 
idade e dança de salão. E ago-
ra Curso de Tênis de Mesa.
Informações: 11/99857-3845 
Iritsu 

PALESTRA 

CHAWAN PROJECT 
2018 – 7º ENCONTRO
Curadoria: Hideko Honma
Ceramista: Shoko Suzuki, 
Kenjiro Ikoma, Akinori Naka-
tani, Kimi Nii, Shugo Izumi e 
Mitsue Yuba.

週
末
お
で
か
け
情
報

Classifi cação: Livre
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 
52, Bela Vista)
Dia 16/11/2018
Horário: 11h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(As senhas deverão ser re-
tiradas 1h antes na recep-
ção – vagas limitadas)
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

ENCONTRO DA 
SAÚDE 2018
Onde: Associação Bene-
fi cente dos Provincianos 
de Osaka “Naniwa-kai” 
(Rua Domingos de Mo-
rais 1581, próx. metrô Vila 
Mariana)
Dia 18/11/2018
Horário: 14h às 16h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/5549 
7226 e E-mail: info@
osakananiwakai.org
Palestras: O segredo da 
longevidade está no iki-
gai, Alex Shin Yamamoto; 
Deixar legado aos netos – 
propósito de vida, Daniel 
Katayama; Prática das 18 
percussões, Regina Omati; 

Divulgação de eventos

com Cristiane Kisihara 

E-mail: cris_kisihara@hotmail

TEL: 11/3340-6060

Viva melhor mudando o seu ambiente, Eduar-
do Yuji Matsuoka; e Qual é o seu propósito de 
vida?, Koshiro Nishikuni.

PALESTRAS GRATUITAS DO CIA-
TE 
NOVEMBRO/2018 
22/11 – Quinta-feira – 14h às 16h – “A Virtude 
do Samurai, os Talentos e as Competências – 
Como Descobrir a Sua!” (Laudo Yokoyama – 
Professor e Coaching de Vida)
27/11 – Terça-feira – 14h às 16h – “Pretende 
Trabalhar no Japão em 2019? Venha Iluminar 
Suas Ideias” (Marcio Tamawoki – Psicólogo)
29/11 – Quinta-feira – 14h às 16h – “Workshop: 
Diálogos Úteis nas Fábricas do Japão” (Mar-
cos Suguiura – Psicólogo)
Onde: Rua São Joaquim 381, Liberdade.
Informações e Inscrições: 11/3207-9014 e 
www.ciate.org.br e www.facebook.com/ciate 

EXCURSÃO

REVEILLON 2019 NIKKEY CULTU-
RAL
Resort Thermas Paraguaçu Paulista
Saída: 28/12/2018 às 22h
Retorno: 02/01/2019
Dias 29 e 30/12: café da manhã; lazer completo 
com monitores; almoço e jantar; baile à noite.
Dia 31/12: café da manhã; lazer com monito-
res; almoço, chá da tarde às 17h; ceia e baile 
do branco às 22h com música ao vivo e queima 
de fogos.
Dia 01/01/2019: café da manhã; lazer com 
monitores; almoço; jantar e retorno para São 
Paulos às 22h.
Informaçoes e Reservas: Emilia 11/3751-9910 
e 11/99510-8499; José Iritsu 11/99857-3845; 
Deise 11/3749-0374, Ikuhiro 11/99733-9701 e 
Ayako 11/99888-2935.
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Japão e Rússia vão discutir questão 
territorial com base em declaração de 1956 Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (15/11/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão e o presidente da 
Rússia chegaram a um 
entendimento que poderá 
resolver a disputa mantida 
por décadas entre os dois 
países.
Shinzo Abe e Vladimir 
Putin conversaram quar-
ta-feira em Cingapura, em 
encontro realizado à mar-
gem da reunião de cúpula 
dos membros da Associa-
ção de Nações do Sudeste 
Asiático (Asean).
Abe informou que ele e 

Putin vão apressar nego-
ciações em torno da assi-
natura de um tratado de 
paz com base em uma de-
claração bilateral de 1956. 
A declaração prevê que a 
soberania de duas das qua-
tro ilhas em disputa seja 
atribuída ao Japão com a 
conclusão de um tratado 
de paz bilateral.
Abe diz ter reafirmado 
com o presidente russo a 
determinação mútua de 
não transferir o problema 
para a próxima geração. A 

soberania das ilhas está em 
litígio há mais de 70 anos, 
desde o encerramento da 
2ª Guerra Mundial.
O premiê japonês decla-
rou que ele o presidente da 
Rússia estão igualmente 
decididos a dar um fim à 
questão, tendo reafirmado 
o seu compromisso nesse 
sentido.
Abe disse que Putin virá ao 
Japão em 2019 para a reu-
nião de cúpula do Grupo 
dos 20 e que, antes disso, 
possivelmente no início do 

próximo ano, ele próprio 
viajará à Rússia para dis-
cutir em mais detalhes a 
questão com o presidente.
Ainda segundo o primei-
ro-ministro do Japão, o 
entendimento alcançado 
demonstra a capacidade de 
liderança de Putin e dele 
próprio, com a determina-
ção de concluir negocia-
ções para um tratado de 
paz. Abe enfatizou que a 
questão tem sido um desa-
fio para os dois países ao 
longo de todo o período 
pós-guerra.

Rússia e Japão vão acelerar 
conversações sobre tratado de paz

Diplomacia  (15/11/2018)

O secretário de Impren-
sa da presidência russa, 
Dmitry Peskov, afirmou 
que os líderes de Rússia 
e Japão concordaram em 
acelerar o ritmo das con-
versações sobre um tra-

tado de paz, com base na 
Declaração Conjunta de 
1956.
Peskov informou repórte-
res sobre os resultados da 
cúpula entre o presidente 
russo Vladimir Putin e o 

Japão faz reclamação oficial 
sobre navio sul-coreano em 
suas águas territoriais

Grupo de K-pop se desculpa por 
camiseta de explosão atômica

Disputa territorial (16/11/2018)

Coreia do sul (14/11/2018)

O Japão fez uma recla-
mação oficial à Coreia do 
Sul sobre a entrada sem 
permissão de um navio de 
pesquisas nas águas terri-
toriais do Japão.
O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão dis-
se na sexta-feira que um 
barco de patrulha da Guar-
da Costeira do país vira o 
navio entrando nas águas 
territoriais japonesas per-
to das Ilhas Takeshima no 
Mar do Japão depois das 9 
horas da manhã da quinta-
feira.
O Japão reivindica as 
ilhas, que são controladas 
pela Coreia do Sul.
O ministério disse que a 
Guarda Costeira havia ad-
vertido a embarcação de 
pesquisas e que a mesma 

Empresários do grupo de 
K-pop BTS fizeram um 
pedido público de des-
culpas depois de um dos 
artistas ter usado uma ca-
miseta estampada com o 
desenho de uma explosão 
atômica.
Na terça-feira, a agência 
publicou no Facebook que 
sua equipe e os membros 
do grupo não tinham a in-
tenção de ofender as víti-
mas de bombas atômicas. 
A nota afirmou ainda que 
eles pretendem se explicar 
aos sobreviventes e enti-
dades relacionadas, e se 
desculpam pelo incômodo 
causado.
Na semana passada, a 
rede japonesa de televi-
são TV Asahi cancelou 
uma aparição do grupo 
BTS em sua grade, dando 

teria saído das águas ter-
ritoriais do Japão pouco 
depois do meio-dia.
Yoshihide Suga, secre-
tário-chefe do gabinete 
do governo japonês, dis-
se à imprensa que seria 
inaceitável a Coreia do 
Sul realizar uma pesqui-
sa científica marinha não 
autorizada nas águas ter-
ritoriais e zona econômica 
exclusiva do Japão.
Ele acrescentou que o 
Ministério dos Negócios 
Estrangeiros fez uma re-
clamação formal junto à 
embaixada da Coreia do 
Sul em Tóquio no mesmo 
dia do incidente, e que a 
embaixada do Japão em 
Seul também protestou 
junto ao Ministério do Ex-
terior daquele país.

como motivo a polêmica 
em torno da camiseta.
O grupo já havia sofrido 
pesadas críticas este mês 
da parte de uma entidade 
internacional judaica de 
direitos humanos. O Si-
mon Wiesenthal Center 
criticou a banda depois 
que membros do BTS 
posaram em uma sessão 
de fotos usando chapéus 
com um símbolo nazista e 
levaram ao palco bandei-
ras com o que parecia ser 
uma suástica nazista.
Em maio deste ano, o 
grupo composto por sete 
jovens se tornou a pri-
meira banda sul-coreana 
a chegar ao topo da lista 
Billboard 200 dos álbuns 
mais vendidos nos Esta-
dos Unidos com o álbum 
“Love Yourself: Tear”.

primeiro-ministro japo-
nês Shinzo Abe, na quar-
ta-feira, em Cingapura.
A declaração de 1956 es-
tipula que a Rússia devol-
verá duas das quatro ilhas 
sob disputa com o Japão 

- o grupo de ilhotas Ha-
bomai e a ilha de Shiko-
tan - quando da conclusão 
de um tratado bilateral de 
paz.

Japão pode receber cerca de 345 mil trabalhadores 
estrangeiros até o ano fiscal de 2023

Estrangeiros   (14/11/2018)

O Japão pode receber 
cerca de 345 mil trabalha-
dores estrangeiros até o 
ano fiscal de 2023 visan-
do compensar a escassez 
de mão de obra do país.
Na quarta-feira, o gover-
no apresentou esse núme-
ro ao Parlamento, após a 
oposição ter perguntado 
quantos trabalhadores es-

trangeiros a mais são es-
perados, caso a revisada 
legislação de imigração 
passe a vigorar em abril 
do próximo ano.
Segundo o governo, o Ja-
pão necessita de aproxi-
madamente mais 586 mil 
trabalhadores. Espera-se 
que por volta de 33 mil 
a 48 mil estrangeiros en-

trem no país no ano fiscal 
que se inicia em abril de 
2019.
Sete mil e trezentos desses 
estrangeiros vão trabalhar 
no setor agrícola, além de 
7 mil na função de limpe-
za de edifícios e 6,8 mil 
na produção de alimentos 
e bebidas.
A escassez de mão de obra 

deve crescer até 1,45 mi-
lhão de pessoas no ano fis-
cal que começará em abril 
de 2023.
Cerca de 263 mil a 345 mil 
trabalhadores estrangeiros 
devem vir ao país durante 
esse período, com 60 mil 
empregados no setor de 
cuidados assistenciais, 53 
mil em restaurantes e 40 
mil na construção civil.

Legislação que permite empresas privadas a 
lançar satélites entra em vigor no Japão

Exploração espacial (15/11/2018)

Uma legislação japonesa 
que permite que empresas 
licenciadas do setor priva-
do lancem satélites passou 
a vigorar na quinta-feira.
A Lei de Atividades Es-
paciais substitui a estru-
tura legal anterior na qual 
somente a Agência de 

Exploração Aeroespacial 
do Japão (Jaxa) e a Mit-
subishi Heavy Industries, 
comissionada pelo órgão, 
tinham licença para lançar 
satélites.
A nova legislação permi-
te que empresas privadas 
lancem satélites, caso 

atendam aos critérios go-
vernamentais e tenham 
passado por triagem.
Empresas privadas que in-
gressarem no ramo deve-
rão possuir seguro contra 
danos para cobrir possí-
veis lançamentos mal-su-
cedidos.

Caso os danos ultrapas-
sem o montante coberto 
pelo seguro, o governo 
arcará com parte da inde-
nização.
No ano passado, o gover-
no japonês estabeleceu a 
meta de dobrar o tama-
nho da indústria espacial 
do país para mais de 22 
bilhões de dólares até o 
início da década de 2030.

Parlamentares debatem projeto de lei que pode trazer 
mais trabalhadores estrangeiros ao Japão

Estrangeiros (14/11/2018)

Parlamentares do Japão 
começaram a debater um 
projeto de lei que pode tra-
zer mais trabalhadores es-
trangeiros ao país a partir 
de abril do ano que vem.
A proposta de revisão da 
Lei de Controle de Imigra-
ção foi discutida na terça-
feira (13) no plenário da 
Câmara Baixa. Durante 
a sessão, um parlamentar 
do Partido Liberal De-
mocrático (PLD), a sigla 
governista, perguntou o 
que motivou o governo a 
apresentar o projeto de lei 
neste momento.

O questionamento foi res-
pondido por Shinzo Abe, o 
premiê japonês. Segundo 
Abe, é preciso lidar urgen-
temente com a escassez 
de mão de obra no Japão. 
Abe afirmou que o país 
deve receber estrangeiros 
prontos para trabalhar em 
setores que estão carentes 
apesar de esforços para 
impulsionar a produtivida-
de e garantir mão de obra 
doméstica.
O argumento do premiê 
foi rebatido por uma par-
lamentar da maior sigla de 
oposição, o Partido Cons-

titucional Democrático. 
A legisladora disse que é 
preciso limitar o número 
de estrangeiros com per-
missão para entrar no Ja-
pão. Em seguida, afirmou 
que o debate sobre o proje-
to deveria ser mais longo, 
dada a sua importância.
Abe afirmou que o go-
verno apresentará logo os 
números de quantos traba-
lhadores serão admitidos 
no país no primeiro ano 
fiscal após a revisão da lei 
e nos cinco anos seguin-
tes. De acordo com o pre-
miê, as estimativas serão 

baseadas na necessidade 
enfrentada por cada setor 
e na viabilidade das con-
tratações. Abe ainda disse 
que os números devem 
ser vistos como uma es-
pécie de teto, e não serão 
aumentados salvo circuns-
tâncias excepcionais.
Por fim, Abe afirmou que 
o seu governo não tem a 
intenção de formular po-
líticas imigratórias que 
cogitem receber trabalha-
dores estrangeiros e suas 
famílias por um período 
indeterminado.

Premiê japonês visita memorial de guerra na Austrália
Diplomacia (16/11/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, vi-
sitou um memorial de 
guerra na Austrália para 
prestar respeito às vítimas 
de bombardeios japoneses 
durante a Segunda Guerra 
Mundial.
Abe chegou à cidade de 
Darwin, no norte do país, 

na sexta-feira. Ele e o 
premiê australiano, Scott 
Morrison, depositaram 
juntos flores e oraram em 
silêncio no cenotáfio.
A cidade sofreu bombar-
deios do antigo Exército 
Imperial do Japão durante 
a guerra.
Mais tarde, Abe realizou 

a primeira reunião de cú-
pula com Morrison, que 
assumiu o cargo em agos-
to. O premiê japonês teria 
solicitado a cooperação da 
Austrália para promover 
uma região Indo-Pacífico 
livre e aberta.
Anteriormente à visita à 
Austrália, Abe tinha vi-

sitado Cingapura, onde 
participou de uma série de 
encontros da Associação 
das Nações do Sudeste 
Asiático, Asean.
Ele deve partir da Aus-
trália, no sábado, rumo a 
Papua Nova Guiné, para 
participar de uma cúpula 
do fórum da Cooperação 
Econômica Ásia-Pacífico.
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回か
い

の
Ｒ
Ｏ

Ｔ
Ａ
３
０
を
見み

越こ

し
て
生せ

い

産さ
ん

体た
い

制せ
い

を
強

き
ょ
う

化か

し
て
き
た
日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

関か
ん

連れ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つで
ブ
ラ
ジ

ル
市し

場じ
ょ
うを
ど
う
牽け

ん

引い
ん

し
て
ゆ

く
の
か
、
こ
れ
か
ら
に
期き

待た
い

　

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

最さ
い

大だ
い

の「
サ
ン
パ
ウ
ロ
国こ

く

際さ
い

モ
ー
タ
ー・シ
ョ
ー
２
０
１
８
」
が
、今こ

ん

月げ
つ

８
日か

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ・エ
キ
ス
ポ（1

,5
, 

R
od. dos Im

igrantes - V
ila A

gua Funda

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
。
隔か

く

年ね
ん

開か
い

催さ
い

で
、
今こ

ん

回か
い

は
３
０
回か

い

目め

。

日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

と
し
て
は
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
日に

っ

産さ
ん

、
ス
ズ
キ
、
三み

つ

菱び
し

の
５
社し

ゃ

が
出

し
ゅ
っ

展て
ん

し
、
既す

で

に
販は

ん

売ば
い

さ
れ
て
い
る
車し

ゃ

種し
ゅ

ほ
か
、

当と
う

地ち

初は
つ

公こ
う

開か
い

と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
や
、
未み

発は
つ

売ば
い

の
新し

ん

車し
ゃ

な
ど
も
公こ

う

開か
い

し
て
い
る
。

し
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

俳は
い

誌し

『
朝あ

さ

蔭か
げ

』
４
６
８

号ご
う

が
１
０
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

《
葡ぶ

萄ど
う

祭さ
い

ガ
ウ
ー
シ
ョ
踊お

ど
り

に

気き

勢せ
い

上あ

ぐ
》（
堀ほ

り

川か
わ

暁ぎ
ょ
う

星せ
い

）

か
ら
は
南な

ん

欧お
う

系け
い

子し

孫そ
ん

が
多お

お

い

地ち

域い
き

独ど
く

特と
く

の
明あ

か

る
さ
が
漂た

だ
よ

う
。

《
南み

な
み

よ
り
押お

し
寄よ

せ
て
く
る

寒か
ん

波ぱ

か
な
》（
宮み

や

内う
ち

暁ぎ
ょ
う

風ふ
う

）。

ン
シ
ン
グ
」
を
搭と

う

載さ
い

す
る
車し

ゃ

種し
ゅ

と
し
て
は
伯は

く

初は
つ

上じ
ょ
う

陸り
く

だ
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
（
人じ

ん

口こ
う

知ち

能の
う

）
を
搭と

う

載さ
い

し
、
自じ

動ど
う

運う
ん

転て
ん

機き

能の
う

を
備そ

な

え
た
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
「
Ｎ
ｅ

ｕ
Ｖ
」
も
公こ

う

開か
い

。
こ
れ
は
、

運う
ん

転て
ん

手し
ゅ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
判は

ん

断だ
ん

し
て

安あ
ん

全ぜ
ん

運う
ん

転て
ん

を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ほ
か
、
嗜し

好こ
う

に
併あ

わ

せ
た
選せ

ん

択た
く

肢し

を
提て

い

案あ
ん

。
さ
ら
に
、
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
使し

用よ
う

し
な
い
間あ

い
だ
に
自じ

動ど
う

運う
ん

転て
ん

で
シ
ェ
ア
を
す
る
な
ど
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
可か

能の
う

性せ
い

を

模も

索さ
く

す
る
モ
デ
ル
だ
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ト
ヨ
タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

も
、

コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
「
愛あ

い

ｉ-

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
を
初は

つ

公こ
う

開か
い

。
こ

ち
ら
も
Ａ
Ｉ
を
搭と

う

載さ
い

し
、
人ひ

と

の
気き

持も

ち
を
理り

解か
い

し
共と

も

に
成せ

い

長ち
ょ
うす
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位い

置ち

づ
け
、
近き

ん

未み

来ら
い

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

像ぞ
う

が
具ぐ

現げ
ん

化か

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同ど

う

社し
ゃ

は
高こ

う

級き
ゅ
う

車し
ゃ

ブ

ラ
ン
ド
「
レ
ク
サ
ス
」
を
独ど

く

立り
つ

し
た
ブ
ー
ス
で
紹

し
ょ
う

介か
い

。
同ど

う

社し
ゃ

に
よ
る
と
「
高こ

う

級き
ゅ
う

車し
ゃ

市し

場じ
ょ
うは
年ね

ん

間か
ん

３
～
４
万ま

ん

台だ
い

だ

が
、
レ
ク
サ
ス
の
占せ

ん

有ゆ
う

率り
つ

は

１
％
弱じ

ゃ
くで
、
当と

う

地ち

で
の
認に

ん

知ち

度ど

は
高た

か

く
な
い
」
と
い
う
。

今こ
ん

回か
い

は
レ
ク
サ
ス
を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
今こ

ん

後ご

導ど
う

入
に
ゅ
う

予よ

定て
い

の
コ
ン
パ
ク
ト
Ｓ
Ｕ
Ｖ

「
Ｕ
Ｘ
」
と
セ
ダ
ン
「
Ｅ
Ｓ
」

も
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
各か

く

社し
ゃ

ブ
ー
ス

で
は
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

に
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
日に

っ

産さ
ん

自じ

動ど
う

車し
ゃ

は
、
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

「
リ
ー
フ
」

を
公こ

う

開か
い

。
こ
れ
は
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

と
し
て
は
販は

ん

売ば
い

台だ
い

数す
う

世せ

界か
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
篠し

の

原は
ら

俊と
し

巳み

会か
い

長ち
ょ
う）
は
４
日か

、

第だ
い

１
５
回か

い

山や
ま

形が
た

民み
ん

謡よ
う

コ
ン
ク

ー
ル
を
聖せ

い

市し

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
行

お
こ
な

っ
た
。
７
～
９
２
歳さ

い

ま
で
の
４
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

し
、

総そ
う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
うに
は
小こ

林ば
や
し

恵け
い

子こ

さ

ん
（
６
７
、
愛あ

い

知ち

県け
ん

）
が
選え

ら

ば
れ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
年ね

ん

齢れ
い

と
大た

い

会か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

経け
い

験け
ん

を
も
と
に
全ぜ

ん

６
部ぶ

門も
ん

に
別わ

か

れ
て
行お

こ
な

わ
れ
、
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
「
あ
が
ら
っ
し
ゃ

れ
」「
花は

な

笠が
さ

音お
ん

頭ど

」「
最も

上が
み

川が
わ

舟ふ
な

唄う
た

」
な
ど
の
山や

ま

形が
た

民み
ん

謡よ
う

全ぜ
ん

３
６
曲き

ょ
く

か
ら
１
曲き

ょ
く

を
選え

ら

ん
で

披ひ

露ろ
う

す
る
。
伴ば

ん

奏そ
う

は
民み

ん

謡よ
う

講こ
う

師し

ら
に
よ
る
生な

ま

演え
ん

奏そ
う

。
審し

ん

査さ

は
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

ら
５
人に

ん

の
専せ

ん

門も
ん

家か

に
よ
っ
て
行お

こ
な

わ
れ
た
。
審し

ん

査さ

の
結け

っ

果か

、
部ぶ

門も
ん

別べ
つ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

一い
ち

位い

。
こ
れ
ま
で
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
展て

ん

開か
い

さ
れ
て
き
た

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含ふ

く

め
た
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

８
カ
国こ

く

で
い
よ
い
よ
来ら

い

年ね
ん

か
ら
販は

ん

売ば
い

開か
い

始し

す
る
。

　

な
お
、
８
日か

の
開か

い

会か
い

式し
き

で

は
、
同ど

う

日じ
つ

に
連れ

ん

邦ぽ
う

上じ
ょ
う

院い
ん

で
自じ

動ど
う

車し
ゃ

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

振し
ん

興こ
う

策さ
く

「
Ｒ
ｏ

ｔ
ａ
２
０
３
０
」
を
施し

行こ
う

す

る
法ほ

う

案あ
ん

が
可か

決け
つ

さ
れ
た
こ
と

を
受う

け
、
ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル

が
決き

め
ら
れ
、「
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の

部ぶ

」
を
除の

ぞ

い
た
各か

く

部ぶ

門も
ん

優ゆ
う

勝
し
ょ
う

者し
ゃ

の
中な

か

か
ら
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

が

決き

め
ら
れ
た
。

　

総そ
う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
うを
果は

た
し
た
小こ

林ば
や
し

さ
ん
は
民み

ん

謡よ
う

歴れ
き

７
年ね

ん

目め

。

民み
ん

謡よ
う

講こ
う

師し

の
海か

い

藤と
う

司つ
か
ささ
ん
の

教き
ょ
う

室し
つ

に
通か

よ

い
、舞ぶ

台た
い

で
は「
あ

が
ら
っ
し
ゃ
れ
」
を
披ひ

露ろ
う

し

た
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

後ご

、
小こ

林ば
や
しさ
ん

は
「
優ゆ

う

勝し
ょ
うで
き
た
の
は
先せ

ん

生せ
い

　

伯は
っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

（
新し

ん

興こ
う

企き

業ぎ
ょ
う

）
に
投と

う

資し

を
行お

こ

な
う
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

ブ
ラ
ジ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
中な

か

山や
ま

充み
つ
る

代だ
い

表ひ
ょ
う

）
が
『
第だ

い

１
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ー
ト

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
中な

か

山や
ま

代だ
い

表ひ
ょ
う

ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
２
３

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
ラ

デ
ィッ
ソ
ン
パ
ウ
リ
ス
タ
プ
ラ
ザ

（R
u

a A
lam

eda San
-

tos, 8
5

, P
araiso

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

６
６
０

レ
。
日に

ち

ポ
同ど

う

時じ

通つ
う

訳や
く

あ
り
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
は
新あ

た
ら

し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開か

い

発は
つ

し
短た

ん

期き

間か
ん

で
急

き
ゅ
う

成せ
い

長ち
ょ
う、
株か

ぶ

式し
き

売ば
い

却き
ゃ
くな
ど
を
狙ね

ら

う
企き

業ぎ
ょ
うな
ど

の
こ
と
。

　

当と
う

日じ
つ

は
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

サ
イ

バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
や
ヤ
マ
ハ
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

な
ど
の
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うか
ら
、
日に

本ほ
ん

の
投と

う

資し

家か

・
企き

業ぎ
ょ
うの
海か

い

外が
い

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
ま
た
海か

い

外が
い

企き

業ぎ
ょ
うの
日に

本ほ
ん

誘ゆ
う

致ち

プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

が
行お

こ

な

わ
れ
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

側が
わ

か
ら
は
創そ

う

業ぎ
ょ
う

か

ら
６
年ね

ん

で
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に

上じ
ょ
う場
、
企き

業ぎ
ょ
う

価か

値ち

約や
く

９
０
億お

く

ド
ル
を
記き

録ろ
く

し
た
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ

ｅ
社し

ゃ

な
ど
注

ち
ゅ
う

目も
く

の
ス
タ
ー
ト

　

申
も
う
し

込こ
み

は
、
同ど

う

イ
ベ
ン
ト
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.
b

razilven
tu

recap
i -

ta
l.n

e
t/jp

/b
ra

zil-
ja

p
a

n
-sta

rtu
p

-fo
-

rum
-2

0
1

8
/

）
か
ら
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、中な

か

山や
ま

代だ
い

表ひ
ょ
う（info@

b
razilven

tu
recap

i -
tal.net

）
ま
で
。

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

１
１
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

各か
っ

国こ
く

の
難な

ん

民み
ん

事じ

情じ
ょ
うを
描か

く

「
せ
き
ら
ら
☆
難な

ん

民み
ん

レ
ポ
ー

ト
」
で
は
、
コ
ン
ゴ
民み

ん

主し
ゅ

共
き
ょ
う

和わ

国こ
く

か
ら
伯は

っ

国こ
く

に
来き

た
プ
ル

デ
ン
ス
さ
ん
を
取し

ゅ

材ざ
い

。
ミ
ス
・

ビ
ビ
レ
（
美び

女じ
ょ

）・
コ
ン
ゴ
を

受じ
ゅ

賞し
ょ
う
し
、
元も

と

モ
デ
ル
で
も
あ

る
同ど

う

氏し

の
伯は

っ

国こ
く

ま
で
の
道み

ち

の

り
、
当と

う

地ち

で
の
生せ

い

活か
つ

を
記し

る

し

た
。

　

ま
た
、好こ

う

評ひ
ょ
う

連れ
ん

載さ
い

中ち
ゅ
うの「
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

レ
ポ
ー
ト
」「
美び

人じ
ん

を
つ
く
る
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ

フ
ェ
」
の
ほ
か
、「
ブ
ラ
ジ
ル

面お
も

白し
ろ

ニ
ュ
ー
ス
」な
ど
グ
ル
メ
、

イ
ベ
ン
ト
、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
掲け

い

載さ
い

。
　
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

材ざ
い

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い

合あ
わ

せ
は

同ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
１
１
・
３
２
７ 

７
・４
１
２
１
）
ま
で
。

日に

本ほ
ん

な
ら
寒か

ん

波ぱ

は
北き

た

か
ら
。

こ
の
句く

か
ら
は
南

み
な
み

半は
ん

球き
ゅ
うに
い

る
こ
と
が
痛つ

う

感か
ん

さ
れ
る
。《
街が

い

路ろ

樹じ
ゅ

の
角か

く

刈が

り
丸ま

る

刈が

り
木き

の

芽め

吹ふ

く
》（
小こ

柴し
ば

智ち

恵え

子こ

）。

聖せ
い

市し

で
は
常つ

ね

に
ボ
ウ
ボ
ウ
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
が
、
作さ

く

者し
ゃ

の
住す

む
サ
ン

カ
エ
タ
ー
ノ
・
ド
・
ス
ル
の

市し

役や
く

所し
ょ

職し
ょ
く

員い
ん

は
勤き

ん

勉べ
ん

の
よ
う

だ
。《
母は

は

の
日ひ

や
今い

ま

居い

ま
す
れ

ば
と
涙な

み
だ

ぐ
み
》（
吉よ

し

本も
と

加か

奈な

）。

死し

ん
で
か
ら
し
ば
ら
く
経た

っ
て

も
、
思お

も

い
出だ

し
て
涙な

み
だ

ぐ
ま
れ

る
よ
う
な
存そ

ん

在ざ
い

に
な
り
た
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
思お

も

わ
せ
る
句く

。

《
我わ

れ

真ま

似ね

て
孫ま

ご

ド
ッ
コ
イ
シ
ョ

う
ら
ら
か
な
》（
西に

し

川か
わ

あ
け

み
）。
日に

本ほ
ん

語ご

が
し
ゃ
べ
れ
な

い
孫ま

ご

の
代だ

い

で
も
「
ド
ッ
コ
イ
シ

ョ
」
は
意い

外が
い

に
残の

こ

る
？
！

施せ

術じ
ゅ
つの
様よ
う

子す

　

欧お
う

米べ
い

勢ぜ
い

や
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

メ
ー
カ

ー
が
多た

数す
う

出し
ゅ
っ

展て
ん

す
る
な
か
、

「
最さ

い

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

展て
ん

賞し
ょ
う」
に
選え

ら

ば
れ
た
ホ
ン
ダ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

。
同ど

う

社し
ゃ

ブ
ー
ス
で
は
、
１
９
年ね

ん

１

月が
つ

か
ら
発は

つ

売ば
い

さ
れ
る
新し

ん

型が
た「
ア

コ
ー
ド
」
を
公こ

う

開か
い

し
た
。
自じ

動ど
う

運う
ん

転て
ん

支し

援え
ん

シ
ス
テ
ム
「
セ

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

振し
ん

興こ
う

策さ
く

に
署し

ょ

名め
い

日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

５
社し

ゃ

、
初は

つ

上じ
ょ
う

陸り
く

の
Ａ
Ｉ
搭と

う

載さ
い

車し
ゃ

も

の
お
陰か

げ

。
生な

ま

演え
ん

奏そ
う

で
民み

ん

謡よ
う

が

楽た
の

し
め
る
の
は
日に

本ほ
ん

と
伯は

っ

国こ
く

く
ら
い
。
恵め

ぐ

ま
れ
た
環か

ん

境き
ょ
うに

感か
ん

謝し
ゃ

で
す
」
と
語か

た

っ
た
。

　

大た
い

会か
い

を
主し

ゅ

導ど
う

し
た
篠し

の

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うは
小こ

林ば
や
しさ
ん
の
歌う

た

声ご
え

に
つ

い
て
「
山や

ま

形が
た

民み
ん

謡よ
う

独ど
く

特と
く

の
流な

が

れ
を
上

じ
ょ
う

手ず

に
掴つ

か

ん
で
い
た
」

と
好こ

う

評ひ
ょ
う

し
、「
こ
れ
か
ら
も

民み
ん

謡よ
う

を
通つ

う

じ
て
母ぼ

県け
ん

文ぶ
ん

化か

を

発は
っ

信し
ん

し
て
い
く
」
と
次じ

回か
い

開か
い

県け
ん

文ぶ
ん

化か

広ひ
ろ

め
る
山や

ま

形が
た

民み
ん

謡よ
う

大た
い

会か
い

小こ

林ば
や
し

恵け
い

子こ

さ
ん
が
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
う

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
23
日に

ち

新し
ん

興こ
う

企き

業ぎ
ょ
う

に
日に

本ほ
ん

か
ら
投と

う

資し

を
「
ぜ
ひ
、
お
越こ

し
く
だ
さ
い
」

み
ず
ほ
慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
、
２
５
日に

ち

催さ
い

の
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

各か
く

部ぶ

門も
ん

別べ
つ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り
。【
幼よ

う

年ね
ん

の
部ぶ

】
高た

か

橋は
し

め
ぐ
み
【
高こ

う

年ね
ん

の
部ぶ

】
小こ

林ば
や
し

恵け
い

子こ

【
銀ぎ

ん

寿じ
ゅ

の
部ぶ

】
佐さ

藤と
う

俊と
し

和か
ず

【
金き

ん

寿じ
ゅ

の
部ぶ

】
保ほ

坂さ
か

富と
み

男お

【
寿

こ
と
ぶ
きの
部ぶ

】
田た

中な
か

千ち

映え

子こ

【
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の
部ぶ

】
高た

か

木ぎ

エ
ヴ

ェ
ル
ソ
ン
。

　

み
ず
ほ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

（
蕪か

ぶ

木き

マ
ル
ガ
レ
ッ
チ
会か

い

長ち
ょ
う

）
の

「
第だ

い

４
３
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
」

が
、
２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か

ら
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

ド
・
カ
ン
ポ
市し

の
み
ず
ほ

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

（p
raca 

Tokuyam
a, 2

, C
oop

-
erativa

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。 　

約や
く

４
０
の
バ
ザ
リ
ス
タ
が

衣い

料り
ょ
う

品ひ
ん

や
生せ

い

活か
つ

用よ
う

品ひ
ん

、
文ぶ

ん

房ぼ
う

具ぐ

等な
ど

を
販は

ん

売ば
い

す
る
。
婦ふ

人じ
ん

会か
い

御お

手て

製せ
い

の
焼や

き
そ
ば
や
お

寿す

司し

、
桜さ

く
ら

も
ち
な
ど
。
収

し
ゅ
う

益え
き

の
一い

ち

部ぶ

は
、
援え

ん

協き
ょ
う、
希き

望ぼ
う

の

家い
え

、
こ
ど
も
の
そ
の
に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
蕪か

ぶ

木き

マ
ル
ガ
レ
ッ
チ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、

井い
の

上う
え

幸さ
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今こ

年と
し

は
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う（
４
１
０
９ 

・
８
５ 

６
９
）
ま
で
。

近
きん

未
み

来
らい

映
うつ

すモーター・ショー
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ホンダ自
じ

動
どう

車
しゃ

のコンセプトカー「ＮｅｕＶ」

総
そう

合
ごう

優
ゆう

勝
しょう

を果
は

たした小
こ

林
ばやし

さん（左
ひだり

）に優
ゆう

勝
しょう

トロ
フィーを授

じゅ

与
よ

する篠
しの

原
はら

会
かい

長
ちょう

鬼お
に

木き

東と
う

洋よ
う

医い

学が
く

専せ
ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

格か
く
安や
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
日ひ

、

２
４
日か

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
政せ

い

令れ
い

に
署し

ょ

名め
い

。
こ

れ
に
よ
り
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車し

ゃ

な
ど
の
環か

ん

境
き
ょ
う

配は
い

慮り
ょ

車し
ゃ

や
研け

ん

究き
ゅ
う

開か
い

発は
つ

の
税ぜ

い

制せ
い

優ゆ
う

遇ぐ
う

措そ

置ち

が
取と

ら
れ
る
。

　

ト
ヨ
タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

は
、
２
５

年ね
ん

迄ま
で

に
全ぜ

ん

車し
ゃ

種し
ゅ

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
技ぎ

術じ
ゅ
つ

搭と
う

載さ
い

を
目も

く

標ひ
ょ
うと
す
る

ほ
か
、
当と

う

地ち

向む

け
特と

く

別べ
つ

仕し

様よ
う

と
な
る
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
対た

い

応お
う

型が
た

の

Ｈ
Ｖ
車し

ゃ

の
量

り
ょ
う

産さ
ん

を
計け

い

画か
く

し
て

子こ

連づ

れ
の
方か

た

も
楽た

の

し

め
る
よ
う
、
遊ゆ

う

具ぐ

を

準じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
ま
す
。

心こ
こ
ろ

を
込こ

め
て
準

じ
ゅ
ん

備び

し

て
い
ま
す
の
で
、
是ぜ

非ひ

お
越こ

し
く
だ
さ
い
」

と
来ら

い

場じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け

た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
蕪か

ぶ

木き

会か
い

長ち
ょ
う（
４
３
４
３
・ 

６
８
５
４
）、
井い

の

上う
え

（左
ひだり

から）井
いの

上
うえ

副
ふく

会
かい

長
ちょう

、蕪
かぶ

木
き

会
かい

長
ちょう

ピ
ン
ド
ラ
ー
マ

１
１
月が
つ
号ご
う

発は
っ

表ぴ
ょ
う。
来ら

い

年ね
ん

初し
ょ

か
ら
現げ

ん

在ざ
い

の

ス
マ
レ
工こ

う

場じ
ょ
う

か
ら
イ
ラ
ビ
ー

ナ
新し

ん

工こ
う

場じ
ょ
うに
四よ

ん

輪り
ん

生せ
い

産さ
ん

を
順

じ
ゅ
ん

次じ

移い

管か
ん

し
、
２
１
年ね

ん

ま
で
に

完か
ん

了り
ょ
う

予よ

定て
い

。
ま
た
、
ト
ヨ
タ

自じ

動ど
う

車し
ゃ

は
今こ

ん

月げ
つ

５
日か

か
ら
ソ

ロ
カ
バ
、
ポ
ル
ト
フ
ェ
リ
ス
工こ

う

場じ
ょ
うを
２
か
ら
３
交こ

う

代た
い

制せ
い

に
移い

行こ
う

し
た
う
え
、
イ
ン
ダ
イ
ア

ツ
ー
バ
工こ

う

場じ
ょ
うに
１
０
億お

く

レ
を

お
り
、
こ
の
新あ

ら

た
な
振し

ん

興こ
う

策さ
く

に
基も

と

づ
く
工こ

う

業ぎ
ょ
う

製せ
い

品ひ
ん

税ぜ
い

率り
つ

低て
い

減げ
ん

が
期き

待た
い

さ
れ
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
５
年ね

ん

振ぶ

り
に
生せ

い

産さ
ん

台だ
い

数す
う

が
前ぜ

ん

年ね
ん

比ひ

を
上う

わ

回ま
わ

り
、

自じ

動ど
う

車し
ゃ

市し

場じ
ょ
うが
回か

い

復ふ
く

基き

調ち
ょ
うに

あ
る
な
か
、
中

ち
ゅ
う

長ち
ょ
う

期き

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
基も

と

づ
く
各か

く

社し
ゃ

の
投と

う

資し

促そ
く

進し
ん

を
よ
り
一い

っ

層そ
う

促う
な
がす
形か

た
ち
と
な

り
そ
う
だ
。

　

モ
ー
タ
ー
・
シ
ョ
ー
は
、

　

経け
い

済ざ
い

不ふ

況き
ょ
う

で
欧お

う

州し
ゅ
う

勢ぜ
い

が

軒の
き

並な

み
シ
ェ
ア
を
落お

と
す
一い

っ

方ぽ
う

で
、
じ
り
じ
り
と
シ
ェ
ア
を
伸の

ば
し
て
き
た
日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

。
今こ

年と
し

に
入は

い

っ
て
か
ら
は
、
ホ
ン
ダ

自じ

動ど
う

車し
ゃ

が
生せ

い

産さ
ん

体た
い

制せ
い

再さ
い

編へ
ん

を

な
り
、
同ど

う

校こ
う

で
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。
当と

う

日じ
つ

券け
ん

は
３
０
レ
ア
ル
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

校こ
う

（
１
１
・
２
６ 

８
４
・
０
５
８
９
／
同ど

う

・
２ 

７
９
１
・９
４
３
１
）
ま
で
。

ア
ッ
プ
企き

業ぎ
ょ
うが
事じ

業ぎ
ょ
う

概が
い

要よ
う

な
ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た

中な
か

山や
ま

代だ
い

表ひ
ょ
う

は
「
伯は

っ

国こ
く

の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企き

業ぎ
ょ
うを

知し

る
機き

会か
い

は
な
か
な
か
な

い
。
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

や
興

き
ょ
う

味み

の
あ

る
方か

た

は
是ぜ

非ひ

参さ
ん

加か

を
」
と

呼よ

び
か
け
た
。

　

鬼お
に

木き

東と
う

洋よ
う

医い

学が
く

専せ
ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

（
鬼お

に

木き

順じ
ゅ
ん

子こ

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
恒こ

う

例れ
い

の
『
格か

く

安や
す

マ
ッ
サ
ー
ジ
の

日ひ

』
を
、
２
４
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
午ご

後ご

３
時じ

ま
で
ヴ
ィ

ラ
・
ギ
リ
ェ
ル
ミ
ー
ナ
区く

の

同ど
う

校こ
う

（R
u

a A
sto

rg
a, 

1
0

1
9

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

最さ
い

終し
ゅ
う

学が
っ

期き

の
生せ

い

徒と

と
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

の
有ゆ

う

志し

が
集あ

つ

ま
り
、

５
０
分ぷ

ん

ほ
ど
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

行お
こ

な
う
。
生せ

い

徒と

ら
の
日ひ

頃ご
ろ

の

成せ
い

果か

を
見み

せ
る
た
め
、
ま
た

同ど
う

校こ
う

の
周

し
ゅ
う

知ち

を
図は

か

る
た
め
年ね

ん

２
回か

い

行お
こ
なわ
れ
て
い
る
。
今こ

ん

回か
い

で
５
２
回か

い

目め

。
午ご

後ご

は
込こ

み

合あ

う
た
め
、
な
る
べ
く
午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うに
行い

く
こ
と
。

　

前ま
え

売う
り

券け
ん

は
２
５
レ
ア
ル
と

１
８
日に

ち

（
日に

ち

）
ま
で
。
１
７

日に
ち

は
午ご

後ご

１
時じ

～
１
０
時じ

、

１
８
日に

ち

は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

～
７

時じ

ま
で
。入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

は
９
９
レ
、

半は
ん

額が
く

券け
ん

４
９
・５
レ
。
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